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笑 顔 あ ふ れ る 　 ふ れ あ い の 時 間

季 節 を 感 じ る 、子 ど も た ち の 元 気 な 声季 節 を 感 じ る 、子 ど も た ち の 元 気 な 声



奈 義 町 長 奥 　 正 親

令 和 ８ 年 新 年 の ご あ い さ つ

「 町 制 施 行 7 1 年

 “ 次 の 一 歩”  を 町 民 の 皆 様 と と も に  」

奈 義 町 議 会 長 岡 　 　 立

「 め ざ そ う 　 夢 と 希 望 が あ ふ れ る

　 　 　 　 　 　 　 　 笑 顔 い っ ぱ い の 奈 義 町  」

新 年 あ け ま し て お め で と う ご
ざ い ま す 。

町 民 の 皆 様 に お か れ ま し て は 、
健 や か に 新 春 を お 迎 え の こ とと 、 心 よ り お 慶 び 申 し 上 げ ま す 。

昨 年 は 、 世 界 情 勢  ・  国 内 政 局
と も に 大 き な 転 換 点 を 迎 え る 一年 と な り ま し た 。 ま た 、 物 価 やエ ネ ル ギ ー 価 格 の 高 騰 な ど 、 私た ち の 暮 ら し に 大 き な 影 響 を 与え る 一 年 と も な り ま し た 。 そ のよ う な 中 に あ っ て も 、 町 民 の 皆様 の ご 理 解 と ご 協 力 の も と 、 町政 を 着 実 に 進 め る こ と が で き まし た こ と に 、 改 め て 深 く 感 謝 申し 上 げ ま す 。

令 和 ７ 年 ２ 月 に は 、 町 制 施 行7 0周 年 と い う 大 き な 節 目 を 迎 え
る こ と が で き ま し た 。 先 人 の 皆様 の ご 尽 力 に 心 か ら 感 謝 を 申 し上 げ ま す 。 ま た 、 皆 様 の ご 協 力に よ り な ぎ っ 子 こ ど も 園 の 本 格稼 働 や 中 学 校 教 育 環 境 の 充 実 、国 際 交 流 や 英 語 教 育 の 推 進 など 、 未 来 を 担 う 子 ど も た ち へ の施 策 を 中 心 に 、 数 多 く の 取 り 組み を 前 進 さ せ る こ と が で き ま した 。 さ ら に 、 ふ る さ と 納 税 や 交流 人 口 の 拡 大 な ど 、 町 の 魅 力 を全 国 へ 発 信 す る 取 り 組 み も 着 実な 成 果 を 上 げ 、 奈 義 町 の 認 知 度

向 上 と 財 源 確 保 の 両 面 に お い て大 き な 手 応 え を 得 る こ と が で きま し た 。
本 年 は 、 七 十 年 の 歩 み の 先 に

あ る  「 次 の 一 歩 を 確 実 に 形 に して い く 実 行 の 年 」  で あ り ま す 。人 口 減 少 対 策 、 子 育 て 支 援 、 地域 医 療 と 高 齢 者 福 祉 、 防 災  ・  減災 、 そ し て 産 業 振 興 と 暮 ら し を支 え る 交 通 対 策 な ど 、 町 民 の 皆様 の 声 に 耳 を 傾 け な が ら 、  「 見 える  ・  聞 け る  ・  分 か る 町 政 」  を 一 層進 め 、 誰 一 人 取 り 残 さ な い ま ちづ く り に 全 力 で 取 り 組 ん で 参 りま す 。
加 え て 、 豊 沢 住 宅 跡 地 に お

け る  「 ア ー ト の 森 整 備 事 業 」  につ い て さ ら に 議 論 を 深 め て 参り ま す 。 こ の 事 業 は 、 住 宅 整備 か ら  「 人 口 維 持 」  お よ び  「 町 民の 幸 福 度 向 上 」  を 図 り 、 奈 義 町の 将 来 に わ た る 持 続 的 発 展 を支 え る 基 盤 整 備 と し て 重 要 な役 割 を 担 う も の で あ り ます 。 こ れ ま で 、 町 民 や 有 識者 に よ る ア ー ト の 森 整 備 基本 構 想 推 進 委 員 会 で 協 議検 討 を 重 ね る と と も に 、 アド バ イ ザ ー で あ る 平 子 雄 一氏 の 展 覧 会 を 視 察 す る こ とで 、 目 指 す 空 間 づ く り の 理

念 や 方 向 性 に つ い て 理 解 が 深 まり 、 構 想 実 現 へ の 期 待 も 高 ま って お り ま す 。 今 後 も 町 民 皆 様 のご 意 見 を お 伺 い し な が ら 、 進 めて 参 り ま す 。
今 年 の 干 支 で あ り ま す  「

午 う ま

」

は 、 力 強 く 前 へ 進 む 姿 か ら 、 躍動  ・  成 長  ・  発 展 を 象 徴 す る と 言 われ て い ま す 。 奈 義 町 も ま た 、 この 一 年 を 、 町 民 の 皆 様 と 力 を 合わ せ て 駆 け 抜 け る 飛 躍 の 年 とし 、 世 代 を 超 え て 誇 れ る ま ち を築 い て い き た い と 考 え て お り ます 。 町 民 皆 様 の 生 活 を 守 り な がら 、 奈 義 町 な ら で は の 魅 力 と 活力 を さ ら に 高 め て い く 一 年 と して 参 り ま す 。
結 び に 、 新 し い 一 年 が 町 民 皆

様 に と り ま し て 、 希 望 と 笑 顔 に満 ち た 年 と な り ます よ う 心 か ら ご 祈念 申 し 上 げ ま す 。

N A GI N A GI 令  和  ８  年 １ 月  号令  和  ８  年 １ 月  号 2



奈 義 町 長 奥 　 正 親

令 和 ８ 年 新 年 の ご あ い さ つ

「 町 制 施 行 7 1 年

 “ 次 の 一 歩”  を 町 民 の 皆 様 と と も に  」

奈 義 町 議 会 長 岡 　 　 立

「 め ざ そ う 　 夢 と 希 望 が あ ふ れ る

　 　 　 　 　 　 　 　 笑 顔 い っ ぱ い の 奈 義 町  」

謹 ん で 新 春 の お 慶 び を 申 し 上
げ ま す 。

新 年 に あ た り 、 奈 義 町 議 会 を
代 表 い た し ま し て 、 ご あ い さ つを 申 し 上 げ ま す 。

昨 年 は 、 戦 後

8 0年 、 奈 義 町 に

お い て は 町 制 施 行

7 0周 年 、 日 本

原 駐 屯 地 創 設

6 0周 年 と 、 過 去 を

振 り 返 り 、 こ れ か ら 先 の こ と に思 い を 巡 ら せ る 機 会 が 多 か っ たよ う に 思 い ま す 。
奈 義 町 を 誇 り に 思 い 、 未 来 へ

と 引 き 継 い で い く た め に は 、 町民 一 人 ひ と り が 、 こ の 町 で 生 きる 日 々 を 幸 せ と 感 じ ら れ る こ とが 何 よ り も 大 切 で す 。 そ し て 議会 の 最 大 の 使 命 は 、 町 民 が 幸 せに 暮 ら せ る 町 を つ く る こ と で す 。
議 員 間 で 意 見 の 相 違 が 生 じ る

こ と も 時 に は あ る か も し れ ま せん が 、 そ れ を

1 0人 で 構 成 す る 議

会 の 強 み に し て い か な け れ ば なり ま せ ん 。  「 ど う す れ ば 町 民 の 幸せ に つ な が る か 」  を 念 頭 に 議 論 を交 わ し 、 違 い を 乗 り 越 え 、 よ り多 く の 幸 せ に つ な が る 結 論 を 導き 出 す 姿 勢 を 大 切 に し た い と 考え て い ま す 。
さ て 、 令 和 ７ 年 は 議 会 の 活 動

も 、 将 来 を 見 据 え た 取 り 組 み がで き た の で は な い か と 思 い ま す 。

奈 義 中 学 校 ２ 年 生 と の 意
見 交 換 で は 、 瑞 々 し い 感 性と 豊 か な 発 想 、 自 分 の 考 えを 堂 々 と 話 せ る 頼 も し い 姿に 触 れ る こ と が で き ま し た 。小 学 校 ６ 年 生 が 行 う  「 こ ど も議 会 」  も 含 め 、 新 し い 時 代 を担 う 子 ど も た ち が 思 う 未 来へ の 希 望 や 町 の 課 題 は 、 今後 の ま ち づ く り に は 欠 か せ な い貴 重 な も の で す 。 こ う し た 機 会に 得 た 新 鮮 な 気 づ き を 、 す べ ての 世 代 に と っ て 住 み よ い 町 へ とつ な げ て い く と い う 、 課 題 を ひと つ 、 い た だ い た よ う に 感 じ てい ま す 。

ま た 、 ６ 月 に は 議 会 ハ ラ ス メ
ン ト 防 止 条 例 の 制 定 お よ び 特 別委 員 会 の 設 置 、

1 2月 に は 議 会  ・

議 員 活 動 の あ り 方 調 査 特 別 委 員会 の 設 置 を 行 い ま し た 。 互 い に尊 重 し あ い 尊 厳 が 守 ら れ る 健 全な 議 会 で あ る こ と 、 そ し て 議 会  ・議 員 活 動 に つ い て 検 証 し 今 後 のあ り 方 を 含 め 研 究 す る こ と は 、ど ち ら も 信 頼 さ れ る 議 会 で あ るた め に 必 要 な こ と で す 。
議 会 で は 、 町 政 に 果 た す 役 割

を 自 覚 し 、 町 民 の 皆 様 の 声 や 期待 を し っ か り と 受 け 止 め な が ら 、よ り 良 い 町 を つ く る た め に 、 一

層 力 を 尽 く し て 参 り ます 。 ご 指 導 ご 鞭 撻 を 賜り ま す よ う 、 お 願 い 申し 上 げ ま す 。
本 年 が 、 皆 様 に と り

ま し て 笑 顔 の 絶 え る こと の な い 、 明 る く 素 晴ら し い 一 年 と な り ま すよ う 、 心 よ り ご 祈 念 申し 上 げ ま す 。
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●
空 き 園 舎 活 用

「 旧 滝 川 つ く し 幼 稚 園 」  の 改 修 に つ いて 、 令 和 ８ 年

3月 の 完 成 に 向 け て 改 修

工 事 を 着 工 。  「 旧 中 央 東 幼 稚 園 」  の 改 修に つ い て は 、 次 年 度 の 改 修 工 事 に 向 けて 詳 細 設 計 を 進 め て い る 。
●
防 災 関 係

1 1月

9日 に 各 地 区 自 主 防 災 組 織 連 絡 協

議 会 を 中 心 に 、 関 係 機 関 と の 協 力 連 携に よ り 断 層 型 地 震 を 想 定 し た 防 災 訓 練を 実 施 。 各 地 区 で 一 次 避 難 所 の 開 設 訓練 や 防 災 士 に よ る 講 話 、 炊 出 し 訓 練 など 工 夫 を 凝 ら し た 活 動 が 行 わ れ 、 町 では 、 災 害 対 策 本 部 の 機 能 強 化 を 図 る ため 、 日 本 原 駐 屯 地 か ら 講 師 を 迎 え 、 迅速 か つ 確 実 な 情 報 の 伝 達 お よ び 集 約 を行 う 訓 練 を 実 施 。 ま た 、 同 日 に 島 根 県安 来 市 と の 連 携 に よ る  「 島 根 県 原 子 力防 災 訓 練 」  を 初 め て 実 施 。
●
消 防 関 係消 防 団 に よ る 模 擬 火 災 訓 練 が こ の ７ 日に 、 ま た

2 8日 か ら

3 0日 に か け て 、 恒 例

の 年 末 夜 警 実 施 。
●
町 民 ま ん ぞ く 量 調 査例 年 と 同 様 に 無 作 為 抽 出 で 町 民 ２ ，０ ０ ０ 人 の 方 に ア ン ケ ー ト を 実 施 。 調査 の 結 果 、 昨 年 同 様 、 自 然 環 境 へ の 満

● 主 な 補 正 内 容 （ 第 ５ 号 ）

【 歳 　 入 】
国 有 提 供 施 設 等 所 在 市 町 村 助 成 交 付 金	  1, 6 7 6 千 円

特 定 防 衛 施 設 周 辺 整 備 調 整 交 付 金	  2, 0 4 3 千 円

美 作 県 民 局 地 方 振 興 事 業 調 整 費 県 補 助 金	  3, 0 0 0 千 円

中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 事 業 県 交 付 金	  1, 0 6 2 千 円

奈 義 町 財 政 調 整 基 金 繰 入 金	 6 4, 7 0 0 千 円

【 歳 　 出 】
緊 急 経 済 対 策 事 業 費	  6 4, 7 0 0 千 円

民 間 分 譲 宅 地 開 発 助 成 事 業 費	  4, 0 0 0 千 円

商 工 業 支 援 事 業 費	 1, 8 5 2 千 円

公 園 施 設 整 備 事 業 費	 8, 0 0 0 千 円

津 山 圏 域 消 防 組 合 負 担 金	  3, 5 6 1 千 円

【 歳 　 入 】
物 価 高 対 応 子 育 て 応 援 手 当 支 給 事 業 費 国 庫 補 助 金 	 2 1, 5 0 0 千 円

指 定 管 理 鳥 獣 対 策 事 業 県 交 付 金	 3 7 5 千 円

（ 第 ６ 号 ）

【 歳 　 出 】
物 価 高 対 応 子 育 て 応 援 手 当 支 給 事 業 費 	 2 1, 5 0 0 千 円

有 害 鳥 獣 対 策 事 業 費	 5 0 0 千 円

【 条 　 例 】  原 案 可 決

・ 奈 義 町 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例

の 一 部 を 改 正 す る 条 例

・ 奈 義 町 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例

・ 奈 義 町 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を
改 正 す る 条 例

【 そ の 他 】  原 案 可 決

・ 岡 山 県 市 町 村 総 合 事 務 組 合 を 組 織 す る 地 方 公

共 団 体 数 の 減 少 及 び 岡 山 県 市 町 村 総 合 事 務 組

合 規 約 の 変 更 に つ い て

・ 岡 山 県 市 町 村 税 整 理 組 合 規 約 の 変 更 に つ い て

【 契 　 約 】  原 案 可 決

・ ラ ジ コ ン 等 草 刈 機 （ ２ ー １ 期 ） 購 入 に 係 る 物

品 売 買 契 約 の 締 結 に つ い て

・ ラ ジ コ ン 等 草 刈 機 （ ２ ー ２ 期 ） 購 入 に 係 る 物

品 売 買 契 約 の 締 結 に つ い て

・ 奈 義 町 総 合 運 動 公 園 照 明 設 備 改 修 工 事 請 負 変

更 契 約 の 締 結 に つ い て

【 同 　 意 】  原 案 可 決

・ 奈 義 町 教 育 委 員 会 委 員 の 任 命 に つ き 同 意 を 求

め る こ と に つ い て 　 　 　 　 　 　 	山 田 　 麻 紀 	氏

● 補 正 予 算 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 原 案 可 決

会 　 計 　 名 補 　 正 　 額 補 正 後 予 算 額

一 般 会 計 （ 第 ５ 号 ） 1 0 0, 0 0 0 千 円 7, 4 7 3, 0 0 0 千 円

一 般 会 計 （ 第 ６ 号 ） 2 8, 0 0 0 千 円 7, 5 0 1, 0 0 0 千 円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
（ 第 ２ 号 ）

6, 0 0 0 千 円 7 0 2, 7 5 2 千 円

上 水 道 事 業 会 計 （ 第 ３ 号 ） ― （ 予 算 組 替 ） 2 6 0, 2 0 4 千 円

行

政

報

告

議 会
第 ４ 回 定 例 会

1 2 月 ２ 日 ～ 1 8 日

　 令 和 ７ 年 第 ４ 回 定 例 会 が 1 2 月 ２ 日 に 開 会 し 、 奥 町 長 の 行 政 報

告 の 後 、 議 案 が 提 出 さ れ 、 慎 重 な 審 議 が 行 わ れ ま し た 。

　 ま た 、 行 政 施 策 に つ い て 一 般 質 問 も 行 わ れ 、 1 8 日 に 全 日 程 を

終 え 閉 会 し ま し た 。
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足 度 が 非 常 に 高 く 、 満 足 度 の ト ッ プ ４が す べ て 、 自 然 や 静 か な 環 境 に 関 連 する 項 目 と な っ て い る 。 一 方 、 ワ ー ス トの 中 で は 、 公 共 交 通 が 、 過 去 ５ 年 で４  ・  ７ ポ イ ン ト 低 下 し て お り 、 特 に 若年 層  （

2 0代 ～

4 0代 ）  の 不 満 が 目 立 っ て い

る 。 現 在 ア ン ケ ー ト の 分 析 を 行 っ て おり 、 次 年 度 以 降 の 政 策 立 案 に 活 か し てい く 。
●
Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の つ ど い令 和 ８ 年 ２ 月 １ 日 に 開 催 。 本 年 度 は 、奈 義 町 の 子 ど も た ち に 、 奈 義 町 の 未 来に つ い て 考 え て い た だ こ う と 、 絵 画 、作 文 の コ ン ク ー ル を 実 施 す る 。

●
移 住  ・  定 住 の 促 進

1 0月 か ら  「 移 住 相 談  ・  オ ー ダ ー メ イ ド 型
移 住 ツ ア ー 」  を 実 施 中 。 ３ 件 の 申 し 込み が あ り 、 移 住 へ の 可 能 性 が 高 ま る もの と 考 え て い る 。

●
空 き 家 対 策町 が 所 有 者 か ら 空 き 家 を 借 り 上 げ 、 改修 工 事 を 行 っ た 上 で 入 居 希 望 者 に 賃 貸す る  「 空 き 家 利 活 用 事 業 」  に つ い て 、 今年 度 の 実 施 に 向 け 調 整 、 引 き 続 き 物 件を 募 集 し て い る 。 空 き 家 対 策 に 関 す る補 助 に つ い て は 、 空 き 家 除 却 補 助 の 申請 が ２ 件 、 空 き 家 の 購 入 や 家 財 整 理 への 補 助 が

1 1件 と な っ て お り 、 引 き 続

き 、 空 き 家 の 有 効 活 用 や 除 却 促 進 な ど様 々 な 空 き 家 対 策 を 着 実 に 進 め る 。

●
ふ る さ と 納 税奈 義 町 の Ｐ Ｒ と と も に 、 寄 付 の 獲 得 に注 力 し て お り 、 寄 付 の 返 礼 品 と し て 人気 の 商 品  「 奈 義 町 産 の お 米 」  は 本 年 も 、エ コ フ ァ ー マ ー 連 絡 協 議 会 を 窓 口 に 順調 に 集 荷 が 行 わ れ 、 菜 の 花 を 緑 肥 と した 菜 の 花 米 は 、  「 金 芽 無 洗 米 」  と い う 栄養 分 を 残 し つ つ も 洗 わ ず に 炊 飯 が で きる 精 米 に 仕 上 げ 、 さ ら に 、 定 期 便 と して 年 間 を 通 じ て お 届 け が で き る 仕 組 みも 導 入 。

●
国 際 交 流 事 業山 の 駅 を 会 場 に 、 エ ア ロ ビ ク ス や ラ クロ ス の 体 験 会 、 イ ギ リ ス の 菓 子 と 紅 茶を 楽 し む イ ベ ン ト 、 中 学 校 や 各 地 区 のイ ベ ン ト 等 に も 派 遣 し 、 交 流 事 業 を 展開 。

●
演 習 場 対 策 室 関 係３ ／ 四 半 期 の 訓 練 が 、 計 画 ど お り に 行わ れ て い る 。 ４ ／ 四 半 期 の 演 習 計 画 につ い て も 、 演 習 場 対 策 委 員 会 に お い て自 衛 隊 側 か ら 説 明 が あ り 、 そ の 訓 練 計画 に つ い て 承 認 さ れ た 。 米 単 独 訓 練は 、 中 国 四 国 防 衛 局 か ら 令 和 ８ 年 ３ 月実 施 に 向 け て 調 整 中 。

●
納 税 相 談令 和 ８ 年 ２ 月

1 6日 か ら ３ 月

1 3日 ま で の

間 、 例 年 ど お り 地 区 ご と に 行 う 。
●
共 同 墓奈 義 町 共 同 墓 整 備 工 事 が 完 了 。 現 在 、運 用 開 始 に 向 け た 準 備 を 進 め て い る 。

今 月

2 2日 に は 、 関 係 者 を お 招 き し 、 除

幕 式 を 実 施 。 利 用 の 受 付 開 始 は 、 令 和８ 年

1月 ５ 日 を 予 定 。

●
介 護 保 険 事 業令 和 ７ 年 ８ 月 現 在 、 要 支 援  ・  要 介 護 の認 定 者 は 、 高 齢 者 人 口 の

2 0・  １ ％ に あ

た る

3 9 1

名 。

●
那 岐 山 麓 山 の 駅営 業 体 制 の 見 直 し を 行 い 、 令 和 ８ 年 １月 か ら 定 休 日 を 、 現在 の 月 曜 日 か ら 、 水曜 日  ・  木 曜 日 の ２ 日間 に 変 更 。 マ ル シ ェな ど の イ ベ ン ト 、 国際 交 流 員 に よ る 国 際カ フ ェ  ・  国 際 料 理 教室 な ど は 引 き 続 き 随時 開 催 。

●
ア ー ト の 森 整 備

　
事 業こ れ ま で ア ー ト の 森整 備 基 本 構 想 推 進 委員 会 が ３ 回 開 催 され 、 瀬 戸 内 国 際 芸 術祭 に 係 る 岡 山 県 立 美術 館 連 携 プ ロ ジ ェ クト へ の 委 員 視 察 研 修も 実 施 。

●
上 下 水 道 事 業上 水 道 事 業 に つ い ては 、 防 衛 省 の 交 付 金

を 活 用 し て 実 施 し て い る 、 杉 ヶ 乢 系 統の 小 坂 地 内 に お け る 配 水 管 布 設 替 工 事に つ い て は 、 布 設 工 事 が 概 ね 完 了 し 、今 後 は 切 替 え  ・  舗 装 へ と 工 程 を 進 め る計 画 。下 水 道 事 業 に つ い て は 、 現 在 の 接 続 率は

7 7・  ４ ％ と 微 増 。
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　 空 き 家 は 、 将 来 住 む 予 定 が あ る 方 や 、 賃 貸 や 売 却 を 考 え て い る 方 に と っ て も 、 き ち ん と 管 理 し て お く こ と で 資 産 価

値 を 守 る こ と が で き ま す 。

　 ご 自 身 で 管 理 が 難 し い 場 合 に は 、 専 門 の 業 者 に 相 談 し て み る の も 一 つ の 方 法 で す 。 ま た 、 将 来 住 む ま で の 間 、 空 き

家 を 誰 か に 貸 し て 活 用 す る と い う 選 択 肢 も あ り ま す 。

建 物 を 傷 め な い た め に は 、 で き る だ け 頻 繁 に
● 通 風 ・ 換 気 通 水 （ 6 0 分 程 度 ） す べ て の 窓 ・ 収 納 扉 （ 押 入 れ な ど ） の 開 放 　 換 気 扇 の 運 転

● 通 　 水 （ ３ 分 程 度 ）  … … …  各 蛇 口 の 通 水 　 防 臭 、 防 虫 の た め に 、 各 排 水 口 に 水 を 流 す

● 清 　 掃  … … … … … … … … …  室 内 の 簡 単 な 清 掃

● 点 　 検  … … … … … … … … …  大 雨 や 台 風 、 地 震 の あ と は 点 検 を

（ 雨 漏 り の 有 無 、 建 物 や 設 備 の 傷 み 、 動 物 の 侵 入 ）

空 き 家 の 管 理 方 法

　 不 動 産 登 記 制 度 が 見 直 さ れ 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 相 続 登 記 の 申

請 が 義 務 化 さ れ て い ま す 。 新 し い 制 度 で は 、 正 当 な 理 由 が な い の に

不 動 産 の 相 続 を 知 っ て か ら ３ 年 以 内 に 相 続 登 記 し な い と 、 過 料 が 課

さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。

相 続 登 記 の
義 務 化

注 意 ！

コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 の 低 下

地 元 の 自 治 会 は 周 辺 の 整 備 や 清 掃 を 続 け て い る

が 、 人 口 減 少 に よ り 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ が 弱 体 化 す

る 恐 れ が あ る 。 空 き 家 の 所 有 者 と の 連 携 が 途 切

れ る と 、 放 置 状 態 に 拍 車 が か か る 懸 念 も あ る 。

倒 壊 の 危 険

長 期 間 放 置 さ れ た 空 き 家 は

劣 化 が 進 み 、 倒 壊 や 瓦 の 落

下 な ど の 危 険 性 が 高 ま る 。

周 囲 の 住 民 や 通 行 人 に 被 害

を 及 ぼ す 恐 れ が あ る 。

防 犯 上 の 不 安

無 人 の 状 態 が 続 く こ と で 、

放 火 や 不 法 侵 入 な ど の リ ス

ク が 高 ま る 。

景 観 の 悪 化

観 光 地 や 交 通 量 の 多 い 道 路

沿 い の 空 き 家 は 景 観 を 損 な

い 、 地 域 の 印 象 や 地 域 経 済 に

悪 影 響 を 与 え る 恐 れ が あ る 。

周 辺 環 境 の 悪 化

空 き 家 の 敷 地 が 樹 木 に 覆 わ

れ た り 、 動 物 の 棲 み か と な

り 、 隣 近 所 に 被 害 を 及 ぼ す

こ と が あ る 。

不 法 投 棄 に よ る ご み が 敷 地

内 に 溜 ま る 恐 れ も あ る 。

ご 近 所 の 迷 惑 に な ら な い よ う に
● 郵 便 物 整 理  … … … … … … …  ポ ス ト 、 玄 関 へ の 郵 便 物 ・ 配 布 物 の 整 理

● 敷 地 内 清 掃  … … … … … … …  敷 地 内 の 落 ち 葉 や ご み の 掃 除

● 草 取 り ・ 庭 木 の 剪 定  … … …  草 取 り 、 隣 地 や 道 路 に 越 境 し て い る 枝 や ツ ル の 剪 定 、

庭 木 の 剪 定 、 消 毒

　 家 は 、 古 く て も 人 が 住 ん で い る と 風 も 通 り 、 綺 麗 に 保 た れ ま す が 、 住 ま な く な る

と 急 激 に 老 朽 化 が 進 む も の で す 。 家 が 老 朽 化 す る と 、 様 々 な 問 題 が … 。

放 置 空 き 家 は ど う し て 問 題 ？

内 部

外 部

Q

空 き 家 に は 適 切 な 管 理 が 不 可 欠 で  す ！  　  　
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　 空 き 家 は 、 将 来 住 む 予 定 が あ る 方 や 、 賃 貸 や 売 却 を 考 え て い る 方 に と っ て も 、 き ち ん と 管 理 し て お く こ と で 資 産 価

値 を 守 る こ と が で き ま す 。

　 ご 自 身 で 管 理 が 難 し い 場 合 に は 、 専 門 の 業 者 に 相 談 し て み る の も 一 つ の 方 法 で す 。 ま た 、 将 来 住 む ま で の 間 、 空 き

家 を 誰 か に 貸 し て 活 用 す る と い う 選 択 肢 も あ り ま す 。

建 物 を 傷 め な い た め に は 、 で き る だ け 頻 繁 に
● 通 風 ・ 換 気 通 水 （ 6 0 分 程 度 ） す べ て の 窓 ・ 収 納 扉 （ 押 入 れ な ど ） の 開 放 　 換 気 扇 の 運 転

● 通 　 水 （ ３ 分 程 度 ）  … … …  各 蛇 口 の 通 水 　 防 臭 、 防 虫 の た め に 、 各 排 水 口 に 水 を 流 す

● 清 　 掃  … … … … … … … … …  室 内 の 簡 単 な 清 掃

● 点 　 検  … … … … … … … … …  大 雨 や 台 風 、 地 震 の あ と は 点 検 を

（ 雨 漏 り の 有 無 、 建 物 や 設 備 の 傷 み 、 動 物 の 侵 入 ）

空 き 家 の 管 理 方 法

　 不 動 産 登 記 制 度 が 見 直 さ れ 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 相 続 登 記 の 申

請 が 義 務 化 さ れ て い ま す 。 新 し い 制 度 で は 、 正 当 な 理 由 が な い の に

不 動 産 の 相 続 を 知 っ て か ら ３ 年 以 内 に 相 続 登 記 し な い と 、 過 料 が 課

さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。

相 続 登 記 の
義 務 化

注 意 ！

コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 の 低 下

地 元 の 自 治 会 は 周 辺 の 整 備 や 清 掃 を 続 け て い る

が 、 人 口 減 少 に よ り 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ が 弱 体 化 す

る 恐 れ が あ る 。 空 き 家 の 所 有 者 と の 連 携 が 途 切

れ る と 、 放 置 状 態 に 拍 車 が か か る 懸 念 も あ る 。

倒 壊 の 危 険

長 期 間 放 置 さ れ た 空 き 家 は

劣 化 が 進 み 、 倒 壊 や 瓦 の 落

下 な ど の 危 険 性 が 高 ま る 。

周 囲 の 住 民 や 通 行 人 に 被 害

を 及 ぼ す 恐 れ が あ る 。

防 犯 上 の 不 安

無 人 の 状 態 が 続 く こ と で 、

放 火 や 不 法 侵 入 な ど の リ ス

ク が 高 ま る 。

景 観 の 悪 化

観 光 地 や 交 通 量 の 多 い 道 路

沿 い の 空 き 家 は 景 観 を 損 な

い 、 地 域 の 印 象 や 地 域 経 済 に

悪 影 響 を 与 え る 恐 れ が あ る 。

周 辺 環 境 の 悪 化

空 き 家 の 敷 地 が 樹 木 に 覆 わ

れ た り 、 動 物 の 棲 み か と な

り 、 隣 近 所 に 被 害 を 及 ぼ す

こ と が あ る 。

不 法 投 棄 に よ る ご み が 敷 地

内 に 溜 ま る 恐 れ も あ る 。

ご 近 所 の 迷 惑 に な ら な い よ う に
● 郵 便 物 整 理  … … … … … … …  ポ ス ト 、 玄 関 へ の 郵 便 物 ・ 配 布 物 の 整 理

● 敷 地 内 清 掃  … … … … … … …  敷 地 内 の 落 ち 葉 や ご み の 掃 除

● 草 取 り ・ 庭 木 の 剪 定  … … …  草 取 り 、 隣 地 や 道 路 に 越 境 し て い る 枝 や ツ ル の 剪 定 、

庭 木 の 剪 定 、 消 毒

　 家 は 、 古 く て も 人 が 住 ん で い る と 風 も 通 り 、 綺 麗 に 保 た れ ま す が 、 住 ま な く な る

と 急 激 に 老 朽 化 が 進 む も の で す 。 家 が 老 朽 化 す る と 、 様 々 な 問 題 が … 。

放 置 空 き 家 は ど う し て 問 題 ？

内 部

外 部

Q

空 き 家 に は 適 切 な 管 理 が 不 可 欠 で  す ！  　  　空 家 対 策 お よ び 住 宅 施 策 検 討 ア ン ケ ー ト 結 果

　 ア ン ケ ー ト 結 果 か ら 、 賃 貸 物 件 や 空 き 家 の 購 入 、 住 宅 用 地 の ニ ー ズ が あ る こ と が 分 か り ま す 。 家 は 人 が 住 ま な

く な れ ば 驚 く ほ ど 急 速 に 老 朽 化 が 進 み ま す 。 空 き 家 を お 持 ち の 方 は 、 資 産 価 値 が 高 く 選 択 肢 が 多 い う ち に 利 活 用

（  売  る ・ 貸  す  ） を ご  検  討 く だ さ い 。

　 奈 義 町 で は 、 賃 貸 物 件 整 備 や 空 き 家 の 流 通 な ど に つ い て 各 種 支 援 を 実 施 し て お り ま す の で 、 ぜ ひ ご 活 用 く だ さ い 。

① 過 去 1 年 間 の 奈 義 町 の 賃 貸 物 件 に つ い て

の 相 談 件 数 ： 3 8 件 以 上
※ 1 0 件 を 超 え る 場 合 は 1 0 件 以 上 と 回 答 を い た

だ い て い る た め 、 正 確 な 数 は 把 握 で き て い な
い （ 1 6 社 中 1 0 社 は 相 談 件 数 0 件 ）

② ① の う ち 、 入 居 で き た 件 数 ： 1 0 件

　 2 0 件 以 上 が 希 望 を 叶 え ら れ て お ら ず 、 賃

貸 物 件 の 供 給 が 不 足 し て い る こ と が 分 か

り ま す 。

① 過 去 1 年 間 の 奈 義 町 の 建 売 ・ 空 き 家 物 件 に

つ い て の 購 入 相 談 件 数 ： 3 9 件 以 上
※ 1 0 件 を 超 え る 場 合 は 1 0 件 以  上 と 回 答 を い た だ

い て い る た め 、 正 確 な 数 は 把 握 で き て い な い
（ 1 6 社 中 ９ 社 は 相 談 件 数 ０ 件 ）

　 上 記 ① の う ち 、 購 入 件 数 ： ７ 件

② 過 去 1 年 間 の 奈 義 町 の 住 宅 用 地 に つ い て

の 購 入 相 談 件 数 ： 2 9 件
※ 上 記 ② の う ち 、 購 入 件 数 ： ４ 件（ 1 6 社 中 ８ 社 は

相 談 件 数 ０ 件 ）

空 き 家 ・ 住 宅 用 地 と も 2 0 件 以 上 が 希 望 を

叶 え ら れ て お ら ず 、 空 き 家 や 住 宅 用 地 の

供 給 が 不 足 し て い る こ と が 分 か り ま す 。

● 賃 貸 物 件 の 相 談 状 況 内 訳

順 位 相 談 世 帯 希 望 住 宅 希 望 間 取 希 望 家 賃

１ 位 子 育 て 世 帯 集 合 賃 貸 ３ L D K ４ 万 円 台

２ 位 新 婚 世 帯 戸 建 賃 貸 ２ L D K ５ 万 円 台

３ 位 シ ニ ア 世 帯 空 き 家 ４ D K 以 上 ３ 万 円 台

● 建 売 ・ 空 き 家 ・ 住 宅 用 地 の 相 談 状 況 内 訳

順 位 相 談 世 帯 希 望 住 宅 希 望 間 取 空 き 家 希 望 額

１ 位 子 育 て 世 帯 空 き 家 3 L D K
5 0 0 万 円 未 満
（ 同 率 １ 位 ）

２ 位 新 婚 世 帯 注 文 住 宅 4 D K 以 上
5 0 0 ～ 1, 0 0 0 万 円

（ 同 率 １ 位 ）

３ 位 シ ニ ア 世 帯 建 売 住 宅 2 L D K 1, 0 0 0 ～ 1, 5 0 0 万 円

順 位 住 宅 用 地 希 望 面 積 住 宅 用 地 希 望 価 格

１ 位 5 0 ～ 1 0 0 坪 3 0 0 ～ 4 0 0 万 円

２ 位 1 0 0 ～ 1 5 0 坪 2 0 0 ～ 3 0 0 万 円 （ 同 率 2 位 ）

３ 位 2 5 0 坪 以 上 4 0 0 ～ 5 0 0 万 円 （ 同 率 2 位 ）

● ア ン ケ ー ト 期 間 ： 1 1 月 1 7 日 ～ 1 1 月 2 9 日 　 ● 調  査  方  法 ： メ  ー  ル  お  よ  び F A X  　 ● 回 答 数 ： 1 6 社 （ 回 答 率 1 7. 8 % ）
● 調 査 対 象 ： 津 山 市 、 美 作 市 、 勝 央 町 、 奈 義 町 の 宅 建 協 会 加 入 事 業 者 （ 9 0 社 ） 　

● 空 き 家 の 流 通 支 援
事 業 区 分 制 度 概 要

空 き 家 情 報
バ ン ク

空 き 家 を 売 り た い ・ 貸 し た い 人 と 、 空 き 家 を
買 い た い ・ 借 り た い 人 の マ ッ チ ン グ を 支 援

空 き 家 利 活 用
事 業

（ 中 間 管 理 住 宅 事 業 ）

町 が 空 き 家 を 借 り 上 げ て 、 町 の 費 用 で 必
要 な 改 修 を 行 い 、 賃 貸 住 宅 と し て 貸 し 出
す 制 度 で す 。 空 き 家 所 有 者 と 町 と の 契 約
期 間 は 1 2 年 間 で 、1 2 年 後 に 家 は 返 却 さ れ
ま す 。 契 約 期 間 中 は 空 き 家 の 所 有 者 に は
固 定 資 産 税 相 当 分 の 賃 料 が 支 払 わ れ る た
め 、 維 持 費 が 削 減 さ れ ま す 。

空 き 家
購 入 等 補 助

〇 空 き 家 の 購 入 に 対 す る 補 助 ：
　 補 助 率 １ ／ ２
　 空 き 家 情 報 バ ン ク 登 録 物 件 　 上 限 額 1 0 0 万 円
　 （ １ 年 経 過 後 定 住 加 算 　 世 帯 人 数 に よ り 最 大 5 0 万 円 ）
　 空 き 家 情 報 バ ン ク 非 登 録 物 件 　 上 限 額   5 0 万 円
〇 空 き 家 の 家 財 整 理 に 対 す る 補 助 ：
　 補 助 率 １ ／ ２
　 空 き 家 情 報 バ ン ク へ の 登 録 　 上 限 額  3 0 万 円

空 き 家 除 却
工 事 補 助

〇 空 き 家 の 除 却 工 事 に 対 す る 補 助 ：
　 補 助 率 １ ／ ２ 　 上 限 額 1 5 0 万 円

● 賃 貸 住 宅 整 備 の 支 援
事 業 区 分 制 度 概 要

新 築 賃 貸 住 宅 １ 棟 あ た り 　 上 限 額 5 0 0 万 円
※

新 築 集 合 住 宅 １ 戸 あ た り 　 上 限 額 3 0 0 万 円
※

賃 貸 住 宅 転 用
リ フ ォ ー ム １ 棟 あ た り 　 補 助 率 1 / 2 　

上 限 額 1 0 0 万 円賃 貸 住 宅
リ フ ォ ー ム

※ 令 和 1 2 年 ３ 月 3 1 日 ま で

奈 義 町 立 図 書 館 蔵 書 も ご 参 考 に奈 義 町 立 図 書 館 蔵 書 も ご 参 考 に

1 空 き 家 の 法 律 と
税 金 と 管 理 が わ か る 本

２ 田 舎 の 空 き 家 活 用 読 本

3 知 識 ゼ ロ か ら の 空 き 家 対 策
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住 宅 用 地 と
し て 活 用
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　 高 円 地 内 の 共 同 墓 の 完 成 に 伴 い 、 新 規 利 用 申 し 込

み の 受 付 を 令 和 ８ 年 １ 月 ５ 日 ㈪ か ら 開 始 し ま す 。 共

同 墓 は 町 が 将 来 に わ た っ て 管 理 運 営 を 行 う た め 、 安

心 し て 利 用 す る こ と が で き ま す 。

問 　 税 務 住 民 課 　 ☎ 3 6 - 4 1 1 2

● 共 同 墓 を 利 用 で き る 方

① 本 町 に 住 所 ま た は 本 籍 を 有 す る 方

② 死 亡 時 に お い て 本 町 に 住 所 ま た は 本 籍 を 有 し て い た 方 の 　

焼 骨 を 埋 蔵 さ れ る 方

③ 町 内 の 墓 地 に 埋 蔵 さ れ て い る 焼 骨 を 共 同 墓 に 改 葬 さ れ る 方

● 生 前 予 約 が で き る 方

・ 本 町 に 住 所 を 有 し て い る 6 5 歳 以 上 の 方

※ 生 前 予 約 の 場 合 は 、 必 ず ご 自 身 の 焼 骨 埋 蔵 を

行 っ て い た だ く 埋 蔵 責 任 者 を 選 任 し て く だ さ

い

※ 宗 教 や 宗 派 の 制 限 は あ り ま せ ん

次 の 要 件 を 満 た す 方 が 共 同 墓 を 利 用 で き ま す

● 受 付 開 始 １ 月 ５ 日 ㈪ ～
 ※ 土 ・ 日 ・ 祝 日 を 除 く 、 平 日 午 前 ８ 時 3 0 分 ～ 午 後 ５ 時 1 5 分 ま で

● 申 込 先 税 務 住 民 課 　 窓 口
● 使 用 料 焼 骨 　 １ 体 あ た り  5 0, 0 0 0 円
 （ た だ し 、 改 葬 等 に よ り 複 数 の 焼 骨 を 埋 蔵 す る 場 合 は 焼 骨 袋 １ 袋 に つ き 5 0, 0 0 0 円 ）

 ※ 管 理 料 は か か り ま せ ん

● そ の 他  ・ 焼 骨 以 外 を 埋 蔵 す る こ と は で き ま せ ん 。

 ・ 一 度 埋 蔵 し た 焼 骨 は 取 り 出 す こ と は で き ま せ ん 。

 ・ 申 請 区 分 ご と に 必 要 書 類 が 異 な り ま す 。

 　

開 始

【 受 付 】

１
～
月５

申 込 受 付 概 要

税 務 住 民 課 に お 問 い 合 わ せ い た だ く か 、 ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。 町 ホ ー ム ペ ー ジ➡

　 死 亡 時 に お い て 本 町 に 住 所 ま た は

　 本 籍 を 有 し て い た 方 の 焼 骨 を 埋 蔵 さ れ る 場 合

・ 申 請 者 個 人 の 住 民 票 の 写 し

・ 被 埋 蔵 者 の 住 民 票 の 除 票 の 写 し

　 （ 町 外 在 住 で あ っ た 場 合 は 、 本 籍 記 載 の も の ）

・ 火 葬 許 可 証 ま た は 改 葬 許 可 証

　 町 内 の 墓 地 に 埋 蔵 さ れ て い る 焼 骨 を 共 同 墓 に

　 改 葬 さ れ る 場 合

・ 申 請 者 個 人 の 住 民 票 の 写 し

・ 被 埋 蔵 者 の 住 民 票 の 除 票 の 写 し

・ 被 埋 蔵 者 の 埋 蔵 証 明 書 （ 墓 地 管 理 者 が 発 行 ）

・ 火 葬 許 可 証 ま た は 改 葬 許 可 証

　 本 町 に 住 所 ま た は 本 籍 を 有 す る 場 合

・ 申 請 者 個 人 の 住 民 票 の 写 し

　 （ 町 外 在 住 者 は 、 本 籍 記 載 の も の ）

・ 被 埋 蔵 者 の 住 民 票 の 除 票 の 写 し

・ 火 葬 許 可 証 ま た は 改 葬 許 可 証

　 生 前 予 約 を す る 場 合

・ 申 請 者 個 人 の 住 民 票 の 写 し

・ 埋 蔵 責 任 者 の 住 民 票 の 写 し

　 （ 町 外 在 住 者 は 、 本 籍 記 載 の も の ）

申 請 区 分 ご と に 必 要 と な る 書 類

　 こ の 事 業 は 防 衛

省 の 補 助 金 （ 特 定

防 衛 施 設 周 辺 整 備

調 整 交 付 金 ） を 活

用 し て 実 施 し ま し

た 。

①

②

③

共 同 墓 が完 成 し ま し た

高 円 8 4 2 番 地 ２

役 場
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　 高 円 地 内 の 共 同 墓 の 完 成 に 伴 い 、 新 規 利 用 申 し 込

み の 受 付 を 令 和 ８ 年 １ 月 ５ 日 ㈪ か ら 開 始 し ま す 。 共

同 墓 は 町 が 将 来 に わ た っ て 管 理 運 営 を 行 う た め 、 安

心 し て 利 用 す る こ と が で き ま す 。

問 　 税 務 住 民 課 　 ☎ 3 6 - 4 1 1 2

● 共 同 墓 を 利 用 で き る 方

① 本 町 に 住 所 ま た は 本 籍 を 有 す る 方

② 死 亡 時 に お い て 本 町 に 住 所 ま た は 本 籍 を 有 し て い た 方 の 　

焼 骨 を 埋 蔵 さ れ る 方

③ 町 内 の 墓 地 に 埋 蔵 さ れ て い る 焼 骨 を 共 同 墓 に 改 葬 さ れ る 方

● 生 前 予 約 が で き る 方

・ 本 町 に 住 所 を 有 し て い る 6 5 歳 以 上 の 方

※ 生 前 予 約 の 場 合 は 、 必 ず ご 自 身 の 焼 骨 埋 蔵 を

行 っ て い た だ く 埋 蔵 責 任 者 を 選 任 し て く だ さ

い

※ 宗 教 や 宗 派 の 制 限 は あ り ま せ ん

次 の 要 件 を 満 た す 方 が 共 同 墓 を 利 用 で き ま す

● 受 付 開 始 １ 月 ５ 日 ㈪ ～
 ※ 土 ・ 日 ・ 祝 日 を 除 く 、 平 日 午 前 ８ 時 3 0 分 ～ 午 後 ５ 時 1 5 分 ま で

● 申 込 先 税 務 住 民 課 　 窓 口
● 使 用 料 焼 骨 　 １ 体 あ た り  5 0, 0 0 0 円
 （ た だ し 、 改 葬 等 に よ り 複 数 の 焼 骨 を 埋 蔵 す る 場 合 は 焼 骨 袋 １ 袋 に つ き 5 0, 0 0 0 円 ）

 ※ 管 理 料 は か か り ま せ ん

● そ の 他  ・ 焼 骨 以 外 を 埋 蔵 す る こ と は で き ま せ ん 。

 ・ 一 度 埋 蔵 し た 焼 骨 は 取 り 出 す こ と は で き ま せ ん 。

 ・ 申 請 区 分 ご と に 必 要 書 類 が 異 な り ま す 。

 　

開 始

【 受 付 】

１
～
月５

申 込 受 付 概 要

税 務 住 民 課 に お 問 い 合 わ せ い た だ く か 、 ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。 町 ホ ー ム ペ ー ジ➡

　 死 亡 時 に お い て 本 町 に 住 所 ま た は

　 本 籍 を 有 し て い た 方 の 焼 骨 を 埋 蔵 さ れ る 場 合

・ 申 請 者 個 人 の 住 民 票 の 写 し

・ 被 埋 蔵 者 の 住 民 票 の 除 票 の 写 し

　 （ 町 外 在 住 で あ っ た 場 合 は 、 本 籍 記 載 の も の ）

・ 火 葬 許 可 証 ま た は 改 葬 許 可 証

　 町 内 の 墓 地 に 埋 蔵 さ れ て い る 焼 骨 を 共 同 墓 に

　 改 葬 さ れ る 場 合

・ 申 請 者 個 人 の 住 民 票 の 写 し

・ 被 埋 蔵 者 の 住 民 票 の 除 票 の 写 し

・ 被 埋 蔵 者 の 埋 蔵 証 明 書 （ 墓 地 管 理 者 が 発 行 ）

・ 火 葬 許 可 証 ま た は 改 葬 許 可 証

　 本 町 に 住 所 ま た は 本 籍 を 有 す る 場 合

・ 申 請 者 個 人 の 住 民 票 の 写 し

　 （ 町 外 在 住 者 は 、 本 籍 記 載 の も の ）

・ 被 埋 蔵 者 の 住 民 票 の 除 票 の 写 し

・ 火 葬 許 可 証 ま た は 改 葬 許 可 証

　 生 前 予 約 を す る 場 合

・ 申 請 者 個 人 の 住 民 票 の 写 し

・ 埋 蔵 責 任 者 の 住 民 票 の 写 し

　 （ 町 外 在 住 者 は 、 本 籍 記 載 の も の ）

申 請 区 分 ご と に 必 要 と な る 書 類

　 こ の 事 業 は 防 衛

省 の 補 助 金 （ 特 定

防 衛 施 設 周 辺 整 備

調 整 交 付 金 ） を 活

用 し て 実 施 し ま し

た 。

①

②

③

共 同 墓 が完 成 し ま し た

高 円 8 4 2 番 地 ２

役 場
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お  め  で と う

ご ざ い ま す

諏
す

訪
わ

　 一
か ず

子
こ

さ ん （ 滝 本 ） 　

大 正 1 4 年 1 1 月 2 0 日 生

　 現 在 は 施 設 に 入 所 さ れ て お り 、 ス タ ッ フ や 入

所 者 の 皆 さ ん と の 会 話 を 楽 し み な が ら 、 穏 や か

な 毎 日 を 過 ご し て い ら っ し ゃ い ま す 。 会 話 の 際

に は い つ も 笑 顔 で 接 し て く だ さ り 、 そ の お 人 柄

は 周 囲 の 方 々 を 和 ま せ て い ま す 。 か つ て は 仕 事 と

農 業 を 両 立 さ れ る 、 非 常 に 熱 心 で 活 動 的 な 日 々

を 送 ら れ て い た と の こ と で す 。  こ の 日 も お 元 気 な

ご 様 子 で 、 温 か な 笑 顔 と と も に 楽 し い お 話 を 聞

か せ て い た だ き ま し た 。

寺
て ら

坂
さ か

な み 子
こ

さ ん （ 小 坂 ） 　

大 正 1 4 年 1 2 月 ７ 日 生

　 ご 家 族 の お 話 に よ る と 、 か つ て は 専 業 主 婦 と

し て 、 持 ち 前 の 明 る さ と た く ま し さ で 家 庭 を し っ

か り と 支 え て こ ら れ た そ う で す 。  現 在 は シ ョ ー

ト ス テ イ を 利 用 さ れ る こ と も 増 え て い ま す が 、

ご 本 人 は 施 設 で 仲 間 と の お し ゃ べ り が 楽 し く 、

毎 日 を 明 る く お 過 ご し に な っ て い ま す 。  こ の 日

も 変 わ ら ず お 元 気 で 、 楽 し そ う に お 話 し く だ さ

り 、 周 囲 を 温 か い 笑 顔 で 包 ん で く だ さ い ま し た 。

長 寿 お 祝 い 事 業 　 上 寿 （ １ ０ ０ 歳 ） お よ ろ こ び 状 を 贈 呈

1 0 0 歳 の お 誕 生 日 を 迎 え ら れ た 月 に 、 町 よ り「 上 寿 の お よ ろ こ び 状 」 を 贈 呈 い た し ま し た 。

当 日 は ご 家 族 も 同 席 さ れ 、 温 か な 雰 囲 気 の 中 で お 祝 い が 行 わ れ ま し た 。 

問 こ ど も ・ 長 寿 課 　 ☎  3 6 - 6 7 0 0

問 総 務 課 　 ☎  3 6 - 4 1 1 1

新 採 用 職 員
（ 令 和 ７ 年 1 2 月 １ 日 付 ）

採 用

地 域 整 備 課 　 主 事 補 　

花
は な

房
ふ さ

　 太
た

一
い ち

よ ろ し く お 願 い し ま す ！

N A GI N A GI 令  和  ８  年 １ 月  号令  和  ８  年 １ 月  号 1 0



ま ち の わ だ い

問 産 業 振 興 課 　 ☎  3 6 - 4 1 1 4

1 1

2 2 ・2 3
第 3 3 回 　 奈 義 町 工 芸 物 産 展

　 奈 義 町 工 芸 物 産 会 主 催 の 「 第 3 3 回 　 奈 義 町 工 芸 物 産 展 」 を 那 岐 山 麓 山 の 駅 の い ろ り 家 で 開 催 し ま し た 。

　 期 間 中 は 多 く の 方 々 に ご 来 場 い た だ き 、 町 内 の 作 家 や グ ル ー プ な ど に よ る 木 工 品 、 焼 き 物 、 加 工 品 な ど 多 く

の 作 品 を 手 に 取 っ て い た だ き ま し た 。

　 ま た 、 奈 義 町 工 芸 物 産 会 で は 随 時 会 員 募 集 も し て い ま す 。 町 内 在 住 で 手 作 り の 品 を 作 ら れ て い る 方 、 ぜ ひ 奈

義 町 工 芸 物 産 会 に 入 会 し て み ま せ ん か ？ お 気 軽 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

問 生 涯 学 習 課 〈 海 洋 セ ン タ ー 〉 　 ☎  3 6 - 3 3 0 0

第 ２ 回 　

奈 義 町 長 杯 パ ー ク ゴ ル フ コ ン ペ を 開 催

　 那 岐 山 パ ー ク ゴ ル フ 場 を 会 場 に 、 町 ス ポ ー ツ 協 会 主 催 の 第 ２ 回 奈

義 町 長 杯 パ ー ク ゴ ル フ コ ン ペ が 開 催 さ れ ま し た 。

　 当 日 は 、 心 地 よ い 冬 の 澄 ん だ 空 気 の 中 、5 3 名 が 大 会 に 出 場 。 選 手

の 皆 さ ん は 日 頃 の 練 習 の 成 果 を 発 揮 し 、 活 き 活 き と プ レ ー を 楽 し ま

れ て い ま し た 。 　

　 大 会 の 結 果 は 、 次 の と お り

で す 。（ 敬 称 略 ）

優 　 勝 　 松
ま つ ば ら

原 　 幸
さ ち

子
こ

（ 広 　 岡 ）

準 優 勝 　 福
ふ く も と

元 　 祥
よ し ゆ き

之 （ 広 　 岡 ）

第 ３ 位 　 万
ま ん だ い

代 　 清
き よ

子
こ

（ 勝 央 町 ）

1 1

2 9

パ ー ク ゴ ル フ コ ン ペ を 楽 し ま れ た 選 手 の 皆 さ ん

問 情 報 企 画 課 　 ☎  3 6 - 4 1 2 6

韓 国 記 者 の 取 材

　 外 務 省 が 海 外 の 国 に お け る 対 日 理 解 促 進 お よ び 対 日 親 近 感 の

醸 成 を 目 的 に 実 施 す る 外 国 報 道 関 係 者 招 へ い 事 業 で 、1 1 月 1 4 日

に 韓 国 か ら ４ メ デ ィ ア （ ニ ュ ー ス ピ ム 、 国 民 日 報 、 ソ ウ ル 平 壌

ニ ュ ー ス 、 チ ャ ン ネ ル A ） の 記 者 が 来 町 さ れ 、 奈 義 町 の 少 子 化 対

策 事 業 や チ ャ イ ル ド ホ ー ム 、 し ご と コ ン ビ ニ 事 業 を 取 材 さ れ ま

し た 。 記 者 の 皆 様 か ら は 、 財 源 や 事 業 の 効 果 、 事 業 の 持 続 可 能

性 な ど 熱 心 に 質 問 を い た だ き ま し た 。

　 岡 山 県 内 で は 、 奈 義 町 の ほ か 瀬 戸 内 市 や 岡 山 県 庁 で 取 材 が 行

わ れ ま し た 。

1 1

1 4
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ま ち の わ だ い

美 術 館

I nf or m ati o n
【 問 い 合 わ せ 先 ・ 申 込 先 】 　

美 術 館 　 ☎ 3 6 - 5 8 1 1 　 F A X ： 3 6 - 5 8 5 5

E m ail ： n a gi m o c a @ t o w n. n a gi.l g. j p
I n s t a g r a mホ ー ム ペ ー ジ

ミ ュ ー ジ ア ム × ナ イ ト 奈 義 M O C A 2 0 2 5 光 と 影 の 瞑 想 夜
● 開 催 日   毎 月 第 ２ 土 曜 日 　 １ 月 1 0 日 ・ ２ 月 1 4 日 ・ ３ 月 1 4 日

● 開 館 時 間   午 後 ６ 時 ～ 午 後 ８ 時 　 　

● 入 館 料 1, 0 0 0 円

● 場 　 　 所 美 術 館

ミ ュ ー ジ  ア ム × ナ イ ト 風  景

ミ ュ ー ジ ア ム × ナ イ ト
ホ ー ム ペ ー ジ

➡

山 本 一 雄
ホ ー ム ペ ー ジ

➡

※ 受 付 に て 、 住 所 が わ か る も の （ 運 転 免 許 証 、 ナ ギ フ ト カ ー ド な ど ） の ご 提 示 を お 願 い い た し ま す

び じ ゅ つ か ん に い こ う ！  D A Y １ 月 2 8 日 ㈬

無 料 （ 町 民 無 料 入 館 日 ）
美 術 館 常 設 展 を 町 民 の 方 は

無 料 で ご 覧 い た だ け ま す 。

水 郷 の 朝 　 2 0 1 9

9 1 × 1 1 6. 7 ㎝ 油 彩 ・ キ ャ ン バ ス

山 本 一 雄 　 小 さ な 部 屋 か ら
や ま も と か ず お

● 会 　 　 期 ～ ３ 月 １ 日 ㈰

● 開 館 時 間   午 前 ９ 時 3 0 分 ～ 午 後 ５ 時　 ※ 入 館 は 午 後 ４ 時 3 0 分 ま で

● 休 館 日 月 曜 日 、 祝 日 の 翌 日 、 年 末 年 始 （ ～ 令 和 ８ 年 １ 月 ５ 日 ㈪ ）

 （ た だ し １ 月 1 2 日 ㈪ ・ ２ 月 2 3 日 ㈪ は 開 館 ）

● 入 館 料 一 般 ・ 大 学 生 2 0 0 円 （ 高 校 生 以 下 ・ 7 5 歳 以 上 は 無 料 ）

 ※ 常 設 と の 共 通 の 場 合 は 通 常 料 金 7 0 0 円 で 企 画 展 も ご 覧 い た だ け ま す

● 場 　 　 所  美 術 館 ギ ャ ラ リ ー

ご 希 望 の 方 に 学 芸 員 が 作 品 解 説 を い た し ま す 。 な お 、

学 芸 員 不 在 の 場 合 も あ り ま す の で ご 了 承 く だ さ い 。
学 芸 員 に よ る
ギ ャ ラ リ ー ・ ト ー ク （ 会 期 中 随 時 ）

ア ー ト の 森 整 備 事 業 問  地 域 整 備 課 　 ☎ 3 6 - 4 1 1 5

ア ー ト の 森 整 備 基 本 計 画 ・ 基 本 設 計 業 務 の 実 施

1 0 月 3 0 日 　 公 募 型 プ ロ ポ ー ザ ル の 実 施 （ 公 募 開 始 ）

1 1 月 2 1 日 　 プ ロ ポ ー ザ ル 審 査 会 の 実 施

　 委 託 事 業 者 の 決 定 ： S U O ・ T e t or 共 同 企 業 体

　 こ の た び 、 基 本 計 画 お よ び 基 本 設 計 業 務 を 発 注 し ま し た 。

　 こ の 業 務 は 、 以 前 よ り ア ド バ イ ザ ー 平 子 雄 一 氏 と と も に 構 想 推 進 委 員 会 で 検 討 し て き た 「 基 本 構 想 」

の 方 向 性 が 現 時 点 で 概 ね 固 ま っ て き た こ と を 受 け 、 そ の 実 現 可 能 性 や 概 算 事 業 費 、 全 体 の ス ケ ジ ュ ー

ル を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し て い ま す 。

　 ま た 、 町 内 で の 意 見 交 換 を 継 続 し な が ら 、 基 本 構 想 の 策 定 作 業 も 並 行 し て 進 め て い き ま す 。

　 地 域 の 皆 様 の ご 意 見 を 引 き 続 き お 聞 か せ く だ さ い 。 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い し ま す 。

　 目 的 は 、 町 の 最 重 要 課 題 で あ る 「 人 口 維 持 」 と 「 町

民 の 幸 福 度 向 上 」 を 実 現 す る た め の 基 盤 整 備 で あ

り ま す 。

　 ま ち の 強 み で あ る “自 然 ”と “ア ー ト ”を 活 か し 、

町 民 が 誇 り を 持 っ て 暮 ら せ る 環 境 づ く り と 、 次 世

代 へ の 持 続 発 展 に つ な が る 循 環 を 生 み 出 す こ と を

目 的 と し て い ま す 。

● エ リ ア デ ザ イ ン● エ リ ア デ ザ イ ン● エ リ ア デ ザ イ ン

事 業 目 的

進 捗 状 況

町 民 が 安 心 し て 集 い 、 憩 え る 「 み ん な の 居 場 所 」 づ く り

賃 貸 住 宅 の 整 備 に よ る 移 住 ・ 定 住 の 着 実 な 促 進

ア ー ト ・ 文 化 を 軸 に し た 観 光 ・ 地 域 経 済 の 活 性 化 促 進

今 月 号 広 報 紙 に 、

事 業 概 要 の お 知 ら せ を

折 込 チ ラ シ で

お 知 ら せ し て お り ま す 。

ひ ら い ちゆ うこ

問 総 務 課 　 ☎  3 6 - 4 1 1 1

人 権 週 間 の 啓 発 活 動 実 施

　 岡 山 地 方 法 務 局 長 か ら 一 日 人 権 擁 護 委 員 に 委 嘱 さ れ た 、 奈 義 小 学

校 P T A 副 会 長 の 長
ち ょ う

田
だ

由
ゆ

紀
き

さ ん （ 久 常 ） 、 人 権 擁 護 委 員 の 鷹
た か

取
と り

ひ と み さ

ん （ 中 島 東 ） と 竹
た け

上
が み

康
や す

成
な り

さ ん （ 豊 沢 ） が 、 町 内 の 事 業 所 や 教 育 施 設 を 訪

問 し 、 啓 発 資 材 の 配 布 や 呼 び 掛 け な ど を 行 い ま し た 。

　 な ぎ っ 子 こ ど も 園 で は 、 人 権 擁 護 委 員 の 皆 様 が 「 人 権 」 は み ん な が

生 ま れ た と き か ら 持 っ て い る 大 切 な 宝 物 で あ る こ と を 説 明 し た 後 、

漫 画 家 の や な せ た か し さ ん が 描 い た 紙 芝 居 「 ぐ ら ぐ ら も り の お ば け 」 を 披 露 し 、 子 ど も た ち は 仲 間 を 大 切 に す る

こ と や 人 権 に つ い て 真 剣 に 学 ん で い ま し た 。

　 1 2 月 ４ 日 か ら 1 0 日 ま で の 人 権 週 間 は 、 人 権 意 識 の 育 み を 見 つ め 直 す 期 間 と し て 、 毎 年 、 全 国 一 斉 に 人 権 啓 発

活 動 が 展 開 さ れ て い ま す 。

1 2

4
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ま ち の わ だ い

美 術 館

I nf or m ati o n
【 問 い 合 わ せ 先 ・ 申 込 先 】 　

美 術 館 　 ☎ 3 6 - 5 8 1 1 　 F A X ： 3 6 - 5 8 5 5

E m ail ： n a gi m o c a @ t o w n. n a gi.l g. j p
I n s t a g r a mホ ー ム ペ ー ジ

ミ ュ ー ジ ア ム × ナ イ ト 奈 義 M O C A 2 0 2 5 光 と 影 の 瞑 想 夜
● 開 催 日   毎 月 第 ２ 土 曜 日 　 １ 月 1 0 日 ・ ２ 月 1 4 日 ・ ３ 月 1 4 日

● 開 館 時 間   午 後 ６ 時 ～ 午 後 ８ 時 　 　

● 入 館 料 1, 0 0 0 円

● 場 　 　 所 美 術 館

ミ ュ ー ジ  ア ム × ナ イ ト 風  景

ミ ュ ー ジ ア ム × ナ イ ト
ホ ー ム ペ ー ジ

➡

山 本 一 雄
ホ ー ム ペ ー ジ

➡

※ 受 付 に て 、 住 所 が わ か る も の （ 運 転 免 許 証 、 ナ ギ フ ト カ ー ド な ど ） の ご 提 示 を お 願 い い た し ま す

び じ ゅ つ か ん に い こ う ！  D A Y １ 月 2 8 日 ㈬

無 料 （ 町 民 無 料 入 館 日 ）
美 術 館 常 設 展 を 町 民 の 方 は

無 料 で ご 覧 い た だ け ま す 。

水 郷 の 朝 　 2 0 1 9

9 1 × 1 1 6. 7 ㎝ 油 彩 ・ キ ャ ン バ ス

山 本 一 雄 　 小 さ な 部 屋 か ら
や ま も と か ず お

● 会 　 　 期 ～ ３ 月 １ 日 ㈰

● 開 館 時 間   午 前 ９ 時 3 0 分 ～ 午 後 ５ 時　 ※ 入 館 は 午 後 ４ 時 3 0 分 ま で

● 休 館 日 月 曜 日 、 祝 日 の 翌 日 、 年 末 年 始 （ ～ 令 和 ８ 年 １ 月 ５ 日 ㈪ ）

 （ た だ し １ 月 1 2 日 ㈪ ・ ２ 月 2 3 日 ㈪ は 開 館 ）

● 入 館 料 一 般 ・ 大 学 生 2 0 0 円 （ 高 校 生 以 下 ・ 7 5 歳 以 上 は 無 料 ）

 ※ 常 設 と の 共 通 の 場 合 は 通 常 料 金 7 0 0 円 で 企 画 展 も ご 覧 い た だ け ま す

● 場 　 　 所  美 術 館 ギ ャ ラ リ ー

ご 希 望 の 方 に 学 芸 員 が 作 品 解 説 を い た し ま す 。 な お 、

学 芸 員 不 在 の 場 合 も あ り ま す の で ご 了 承 く だ さ い 。
学 芸 員 に よ る
ギ ャ ラ リ ー ・ ト ー ク （ 会 期 中 随 時 ）

問 美 術 館 　 ☎  3 6 - 5 8 1 1

「 ア ー テ ィ ス ト ・ イ ン ・ レ ジ デ ン ス ・ ナ ギ 」 の 完 成 作 品 が

役 場 正 面 銀 杏 並 木 ス ペ ー ス に 設 置 さ れ ま し た 。

　 1 0 月 1 8 日 か ら 実 施 さ れ た 兵 庫 県 在 住 の 彫 刻 家 ・ 北
き た

川
が わ

太
た

郎
ろ う

さ ん に よ る 「 ア ー テ ィ ス ト ・ イ ン ・ レ ジ デ ン ス ・ ナ ギ 」 の

完 成 作 品 が 、 奈 義 町 役 場 正 面 銀 杏 並 木 ス ペ ー ス に 設 置 さ れ ま し た 。 　

　 期 間 中 は 那 岐 山 を 眺 め ら れ る 場 所 と し て 、B ＆ G 海 洋 セ ン タ ー 艇 庫 で 公 開 制 作 を 実 施 し ま し た 。 そ の ほ か 、

ト ー ク イ ベ ン ト や ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催 し 、 町 民 と も 交 流 を 深 め ま し た 。 完 成 し た 作 品 「 ナ ギ ま ほ ろ ば 」 は 、 高

さ 約 1 1 0 ㎝ あ り 、 あ ら れ 石 で で き て い ま す 。 作 品 名 に つ い て 北 川 さ ん は 「 ま ほ ろ ば と は 、 住 み や す い 場 所 、 と い

う 意 味 の あ る 日 本 の 古 語 で 、 町 と 作 品 と が 調 和 す る よ う に 」 と 語 っ て い ま す 。

　 ハ ー ト の 形 に も 見 え る こ の 作 品 で す が 、 白 い 色 、 近 づ く と 確 認 で き る 彫 り の 凹 凸 、 全 体 に 丸 み の あ る 形 は 、「 や

さ し い 」 や 「 あ た た か い 」 な ど 、 奈 義 町 の 風 土 と も 合 っ た 作 品 と な っ て い ま す 。

設 置
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図 書 館 　 ☎ 3 6 - 5 8 1 1

あ さ の の い イ ラ ス ト パ ネ ル 展
（ 子 ど も か ら 大 人 ま で ）

● 日 　 　 時	  １ 月 2 4 日 ㈯ ～ ２ 月 ８ 日 ㈰

● 場 　 　 所	  図 書 館

● 内 　 　 容	  あ さ の の い さ ん が 長 島 愛 生 園 の 機 関 紙 「 愛 生 」 に 連 載 中 の マ ン ガ の パ ネ ル 展 示

愛 生 ヲ 読 ム 会 （ 主 に 一 般 の 方 向 け ）

● 日 　 　 時	  １ 月 3 1 日 ㈯ 　 午 後 １ 時 3 0 分 ～ 午 後 ３ 時

● 場 　 　 所	  美 術 館 	喫 茶 室

● ナ ビ ゲ ー タ ー 	 鑓
や り

屋
や

	翔
し ょ う

子
こ

さ ん （ 喫 茶 さ ざ な み ハ ウ ス 店 主 ）

	 ス ミ 	カ オ リ さ ん （ 喫 茶 さ ざ な み ハ ウ ス 店 主 ）

● 内 　 　 容	  長 島 愛 生 園 の 機 関 紙 「 愛 生 」 を 自 由 に 手 に

取 っ て 読 む 会

お は な し の へ や （ 主 に 乳 幼 児 向 け ）

● 日 　 　 時	  １ 月 1 0 日 ㈯ 　 午 前 1 0 時 3 0 分 ～

● 場 　 　 所	  図 書 館 　 談 話 室

● 内 　 　 容	  司 書 に よ る 絵 本 の 読 み 聞 か せ 、 親 子 で 楽 し め る 折 り 紙 	他

新 春 　 本 の 福 袋 2 0 2 6
● 日 　 　 時	  １ 月 ６ 日 ㈫ 　 午 前 1 0 時 ～

● 内 　 　 容	 	 限 定 3 0 袋 　 ※ お ひ と り １ 袋 ま で （ な く な り 次 第 終 了 ）

　 　 　 　 　	  図 書 館 員 が テ ー マ ご と に 選 ん だ 本 が ３ 冊 入 っ た 福 袋 を 用

意 。 ど ん な 本 が 入 っ て い る か は 借 り て み て の お 楽 し み ♪

お は な し 会 （ 小 学 生 以 下 ）

● 日 　 　 時	  １ 月 2 4 日 ㈯ 　

	 午 後 1 1 時 ～

● 場 　 　 所	  図 書 館 	談 話 室

● 内 　 　 容	  司 書 に よ る 絵 本 の 読 み 聞 か せ 、

工 作 教 室 	他

● 『 お 悩 み 相 談 そ ん な こ と も ア ラ ー ナ 』（ M O E B O O K S ） 　

ヨ シ タ ケ シ ン ス ケ / 著 　 白 泉 社

● 『 南 回 り 、 北 回 り の 遭 遇 、 列 島 の ホ モ ・ サ ピ エ ン ス 　 新 ・ 日 本 旧 石 器 文 化 の 成 立 』（ 朝 日 選 書 ）

国 武 貞 克 / 著 　 佐 藤 宏 之 / 著 　 朝 日 新 聞 出 版

● 『 少 食 で も ち ゃ ん と 栄 養 が と れ る 食 べ 方 　 食 が 細 く な っ て き た ら ！ 』

　 関 口 絢 子 / 著 　 ア ス コ ム

※ 新 着 図 書 の 一 部 で す
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …一 	般 	書

● 『 法 律 は あ な た の 味 方 　 人 権 を 守 る た め の し く み １ 「 い じ め ら れ て も が ま ん し な い と い け な い ? 」 ほ か 』 　

松 島 恵 利 子 / 文 　 山 下 敏 雅 / 監 修 　 く り た ゆ き / 絵 　 汐 文 社

● 『 ど う ぶ つ た ち の お ひ っ こ し ど う や っ て は こ ぶ の か な ？ 』( か が く の と も 絵 本 ) 

平 山 暉 彦 / さ く 　 福 音 館 書 店

● 『 バ ル レ ッ タ の ふ し ぎ な 大 お と こ 』 　

ト ミ ー ・ デ ・ パ オ ラ / 再 話 ・ 絵 　 福 本 友 美 子 / 訳 　 光 村 教 育 図 書

… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …児 	童 	書

新 刊 案 内 は コ チ ラ

右 の 二 次 元 コ ー ド を

読 み 取 っ て い た だ く と

最 新 の 新 刊 案 内 が

ご 覧 に な れ ま す 。

令  和 ８ 年 １ 月  図  書  館 カ レ ン ダ  ー
日 月 火 水 木 金 土

＊ ＊ ＊ ＊ 1 2 3

4 5 6 7 8 9 1 0

1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7

1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4

2 5 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0 3 1

※ 赤 字 は 休 館 日 で す

新 着 図 書 の ご 案 内

一 般 書

羽 柴 秀 吉 の 弟 で 、 一 門 筆 頭 を 務 め

た 秀 長 。 家 老 筆 頭 で あ っ た 桑 山 重

晴 、 軍 事 ・ 外 交 に 活 躍 し た 藤 堂 高

虎 、 領 国 の 統 治 支 配 に 奔 走 し た 小

堀 正 次 と 横 浜 良 慶 … 。 秀 長 を 支 え

た 重 臣 1 8 人 の 動 向 を 史 料 か ら 解 明

し 、 そ の 実 像 に 迫 る 本 で す 。

『 羽 柴 秀 長 と そ の 家 臣 た ち 　 秀 吉 兄 弟 の 天 下 一 統 を 支 え た 1 8 人 』（ 角 川 選 書 ）  　

黒 田 基 樹 ／ 著 　 K A D O K A W A

児 	童 	書

あ る 商 人 が 紀 伊 国 坂 で 女 と 出 会 っ

た 。 そ の 女 の 顔 は 、 目 も 鼻 も 口 も

な い 、 つ る り と し た 卵 の よ う だ っ

た 。 驚 い た 男 が 慌 て て 逃 げ る と 、

遠 く に 、 夜 泣 き そ ば の 屋 台 が あ っ

た 。 そ ば 屋 に 、 さ っ き の で き ご と

を 話 す と … 。 小 泉 八 雲 を 絵 本 で た

の し む 「 八 雲 え ほ ん シ リ ー ズ 」 の １

作 で す 。

『 む じ な （ 八 雲 え ほ ん ） 』
小 泉 八 雲 ／ 原 作 　 田 辺 青 蛙 ／ 翻 案 　 高 畠 那 生 ／ 絵 　 東 雅 夫 ／ 編 　 岩 崎 書 店
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す く す く の び の び カ レ ン ダ ー 　 C hil d c a r e c al e n d a r

主 に 小 学 生 以 下 の 子 ど も と 妊 婦 を 対 象 と し た 行 事 を 紹 介 し ま す 。

 子 ど も の 健  診 問 	こ ど も ・ 長 寿 課 　 ☎ 3 6 - 6 7 0 0

月 　 日 受 付 時 間 場 　 所 行 　 　 事 対 　 象 　 者

１ 月 7 日 ㈬

午 後 １ 時 ～

午 後 １ 時 3 0 分

保 健 相 談

セ ン タ ー

１ 歳 ６ か 月 児 健 康 教 室

（ 歯 科 診 察 ・ フ ッ 素 塗 布 が あ り ま す ）

令 和 ６ 年 ５ 月 １ 日 ～ 令 和 ６ 年 ７

月 3 1 日 生 ま れ の お 子 さ ん

午 後 １ 時 1 5 分 ～

午 後 １ 時 4 5 分
フ ッ 素 塗 布

乳 歯 が ４ 本 以 上 生 え た 乳 児 か ら 、 小

学 校 入 学 前 ま で の フ ッ 素 塗 布 希 望 児

1 4 日 ㈬
午 後 １ 時 ～

午 後 １ 時 3 0 分
乳 児 健 康 診 査

令 和 ７ 年 ８ 月 １ 日 ～ 令 和 ７ 年 1 0

月 3 1 日 生 ま れ の お 子 さ ん

1 6 日 ㈮
午 前 1 0 時 ～

午 前 1 0 時 3 0 分

な ぎ チ ャ イ ル ド

ホ ー ム

よ ち よ ち 広 場

体 験 「 わ ら べ う た 」

妊 婦 さ ん 、 生 後 ３ か 月 ～ 生 後 １

歳 ６ か 月 ま で の 乳 幼 児 と 保 護 者

※ 諸 事 情 に よ り 中 止 ・ 変 更 す る 場 合 が あ り ま す

 つ ど い の 広 場 「 ち ゅ く し ん ぼ 」 　 問 	な ぎ チ ャ イ ル ド ホ ー ム 　 ☎ 3 6 - 8 2 4 1

月 　 日 受 付 時 間 名 　 称 対 　 象 　 者 　 ・ 　 内 　 容

毎 週 月 ～ 金 曜 日
午 前 ９ 時 ～

午 後 ３ 時

主 に 乳 幼 児 と 保 護 者 が 対 象 。 遊 ん だ り 、 交 流 し た り 、 相 談 し あ っ た り し て い ま す 。

い つ 来 て い つ 帰 っ て も 大 丈 夫 で す 。 お 弁 当 を 食 べ ら れ る お 部 屋 も あ り ま す 。

【 注 意 】1 3 日 ㈫ は 、 に な い て 連 絡 会 の た め お 休 み に な り ま す 。 　 1 2 月 2 6 日 ㈮ ～ 令 和 ８ 年 １ 月 ５ 日 ㈪ ま で は 年 末 年 始 の お 休 み に な り ま す 。 　 　

１ 月 ６ 日 ㈫
午 前 1 0 時 ～

午 前 1 1 時
書 き 初 め 会

地 域 の 方 を お 迎 え し て 、 年 の 初 め の 書 初 め を 楽 し み ま す 。 大 人 も 子

ど も も と も に 筆 に 親 し む 体 験 を し ま し ょ う 。

1 5 日 ㈭

2 7 日 ㈫

午 前 ９ 時 3 0 分 ～

午 前 1 1 時 3 0 分

サ ー ク ル

あ そ び

１ ・ ２ 歳 児 の 親 子 さ ん が 対 象 。 外 遊 び を 中 心 に 同 世 代 で 遊 び ま し ょ

う 。 大 人 の 情 報 交 換 の 時 間 も あ り ま す 。

2 0 日 ㈫
午 前 1 1 時 3 0 分 ～

午 後 ０ 時 3 0 分

も ぐ も ぐ

じ か ん

離 乳 食 が 始 ま る 前 の ３ ・ ４ か 月 の こ ろ か ら 完 了 期 の １ 歳 ６ か 月 ま で の

親 子 さ ん が 対 象 で す 。 気 に な る 離 乳 食 の あ れ こ れ を 話 し ま し ょ う 。

2 2 日 ㈭
午 前 ９ 時 3 0 分 ～

午 前 1 1 時 3 0 分

お た よ り

づ く り

集 ま っ た み ん な で 情 報 交 換 を 楽 し み な が ら 、 パ パ マ マ っ ち ゅ ひ ろ ば

を 作 り ま す 。 妊 婦 さ ん も ど う ぞ 。

2 3 日 ㈮
午 前 1 0 時 ～

正 　 午

あ か ち ゃ ん と

マ マ の 時 間

午 前 1 0 時 3 0 分 か ら 2 0 分 程 度 、 ベ ビ ー リ ト ミ ッ ク を し ま す 。 月 齢 の

近 い 赤 ち ゃ ん 親 子 が つ ど う 時 間 で す 。 妊 婦 さ ん も ど う ぞ 。

2 6 日 ㈪
午 前 1 0 時 ～

正 　 　 午
お も ち ゃ 広 場

赤 ち ゃ ん か ら 遊 べ る た く さ ん の お も ち ゃ が あ り ま す 。 お も ち ゃ 遊 び

の ポ イ ン ト や 紹 介 も し て い ま す 。

2 8 日 ㈬
午 前 1 0 時 ～

午 前 1 0 時 3 0 分
音 遊 び

ピ ア ノ の リ ズ ム で 歌 っ た り 、 踊 っ た り 、 楽 器 を 奏 で た り 。 国 際 交 流

員 と 言 葉 や 音 楽 を 楽 し む 異 文 化 交 流 も し て い ま す 。

3 0 日 ㈮
午 前 1 0 時 3 0 分 ～

午 前 1 1 時 3 0 分

ゆ る

ス ト レ ッ チ

産 後 ６ か 月 ま で の マ マ を 対 象 に ス ポ ー ツ 交 流 員 の ウ ー ゴ と ち ょ こ っ

と 身 体 ケ ア の ス ト レ ッ チ を し て い ま す 。

3 1 日 ㈯
午 前 1 0 時 ～

午 前 1 0 時 3 0 分

冬 の

三 世 代 交 流 会

多 世 代 で 集 っ て ワ イ ワ イ 楽 し く 遊 び ま し ょ う 。 た べ る た い せ つ プ ロ ジ ェ

ク ト さ ん の ゲ ー ム も 予 定 し て い ま す 。 時 間 内 い つ で も 気 軽 に ど う ぞ 。

 な ぎ  チ ャ イ ル ド  ホ  ー ム 問 	な ぎ チ ャ イ ル ド ホ ー ム 　 ☎ 3 6 - 8 2 4 1

月 　 日 受 付 時 間 対 　 象 　 者 　 ・ 　 内 　 容

毎 週 月 ～ 金 曜 日
午 前 ８ 時 3 0 分 ～

午 後 ５ 時

園 児 、 小 ・ 中 学 生 を は じ め 、 地 域 の 皆 さ ん 、 気 軽 に お 立 ち 寄 り く だ さ い 。

休 日 オ ー プ ン 日 ： 3 1 日 ㈯ 　 午 前 ９ 時 ～ 午 後 ３ 時

 脳  生 き 生 き 教  室 問 	な ぎ チ ャ イ ル ド ホ ー ム 　 ☎ 3 6 - 8 2 4 1

１ 月 は お 休 み に な り ま す 。 ま た 次 回 を お 楽 し み に 。
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情 報 企 画 課 　 ☎ 3 6 - 4 1 2 6

＃ な ぎ ぐ ら し
＃ こ ど も ま ん な か や っ て み た

介紹稿投

な ぎぐ ら し

　 　

　 町 民 に よ る リ ア ル な な ぎ ぐ ら し 発 信 チ ー ム は 、 奈 義 町 の 暮 ら し や 魅 力 を 発 信 す

る 投 稿 を し て い ま す 。

　 住 民 目 線 の 奈 義 関 連 情 報 （ 町 内 で 撮 影 し た 写 真 ） を 投 稿 す る 際 に は 「 ＃ な ぎ ぐ ら

し 」 を つ け て ぜ ひI n s t a g r a m に 投 稿 し て 、 い っ し ょ に 盛 り 上 げ て く だ さ い ♪

投 稿 はI n s t a g r a m 「 ＃ な ぎ ぐ ら し 」 で チ ェ ッ ク ！

皆 さ ん も ＃ な ぎ ぐ ら し を つ け て 投 稿 し て み ま せ ん か ？

奈 義 の 暮 ら し をI n s t a g r a m で 発 信 ！

発 信 チ ー ム か ら

奈 義 の 夜 景 ス ポ ッ ト
撮 影 ： n a gi _ 3 5 1 0 _

拾 っ た 自 然 物 で ツ リ ー 作 り
撮 影 ： n a gi _ _ t y. 5

今 回 も 奈 義 の 秋 を 感 じ ら れ る 投 稿 が た く さ ん で し た 。

さ て ク イ ズ で す ！

こ の い ち ょ う の ブ ー ケ は ど こ の い ち ょ う で 作 ら れ た で し ょ う ？

正 解 は ＠ n a gi. y m t さ ん の 投 稿 を チ ェ ッ ク し て み て ね ！

@ n a gi _ji k a n 　 ＠ n a gi _ s a c hi _ y s

c h e c k ！

い ち ょ う の ブ ー ケ
撮 影 ： n a gi. y m t

● 日 　 時 　 １ 月 3 1 日 ㈯
　 　 　 　 　 午 前 1 0 時 ～ 正 午  

● 場 　 所 　 文 化 セ ン タ ー 　 調 理 室

● 定 　 員 　 1 2 名  ※ 先 着 順 に な り ま す

● 参 加 費 　 1, 0 0 0 円
● 申 込 先 　 山 の 駅 　 ☎ 3 6 - 8 0 8 0

未 来 創 造 課 　 ☎ 3 6 - 4 1 1 7

国 際 料 理 教 室

国 際 交 流 員 と 一 緒 に 作 る

春 雨 と 野 菜 、肉 を 甘 辛 く 炒 め 合 わ せ た
「 チ ャ プ チ ェ 」

　 交 際 交 流 員 と 一 緒 に 作 る 「 国 際 料 理 教 室 」 を 毎 月 開 催 し て い

ま す 。 今 年 度 は 各 国 の 交 流 員 が 自 国 の 料 理 や 山 の 駅 レ ス ト ラ ン

の メ ニ ュ ー を 紹 介 し ま す 。 家 庭 で 作 れ る 国 際 料 理 を 楽 し く 学 び

ま し ょ う 。

　 第 ９ 回 は チ ャ プ チ ェ を 作 り ま す ！

　 韓 国 の 家 庭 料 理 と し て 親 し ま れ て い る 「 チ ャ プ チ ェ 」 は 、 春 雨

と た っ ぷ り の 野 菜 、 肉 を 甘 辛 く 炒 め 合 わ せ た 定 番 メ ニ ュ ー で す 。

色 と り ど り の 材 料 を 丁 寧 に 仕 上 げ る こ と で 、 見 た 目 も

味 わ い も 華 や か に な り ま す 。

　 今 回 の 料 理 教 室 で は 、 本 場 の 味 を や さ し く 再 現 し な

が ら 楽 し く 作 っ て み ま し ょ う 。
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祝 歳 式
～ 二 十 歳 の 集 い ～

令 和 ８ 年

問  生 涯 学 習 課 〈 文 化 セ ン タ ー 〉 　

　  ☎ 3 6 - 3 0 3 4

■ 上 町 川小 　 田 　 皓 　 太元 　 番 　 崚 　 斗菅 　 田 　 愛 　 理花 　 房 　 淳 　 平■ 滝 本高 　 森 　 隆 　 成長 　 尾 　 麻 　 愛大 　 内 　 朋 　 暉小 　 阪 　 理 　 奈石 　 井 　 大 　 渡池 　 口 　 ひ な の周 　 　 　 雄 　 稀■ 荒 内 西井 　 戸 　 良 　 輔井 　 戸 　 勇 　 貴坂 　 手 　 稜 　 冴桑 　 村 　 　 梓■ 中 島 西安 　 藤 　 紗 　 楽田 　 村 　 尊 　 翔無 　 関 　 津 　 那■ 中 島 東鷹 　 取 　 統 　 士■ 柿力 　 久 　 誠 　 大岡 　 原 　 悠 　 馬■ 久 常福 　 永 　 そ 　 ら

■ 豊 沢森 　 安 　 翔 　 駿平 　 井 　 智 　 香小 　 西 　 優 　 生■ 皆 木岡 　 野 　 天 　 摩■ 行 方山 　 中 　 瑠 　 香藤 　 原 　 め 　 い水 　 島 　 貫 　 汰水 　 島 　 遼 　 平■ 高 円水 　 島 　 大 　 智■ 関 本水 　 嶋 　 唯 　 夏■ 西 原岸 　 本 　 勇 　 飛■ 小 坂竹 　 内 　 悠 　 真■ 馬 桑延 　 原 　 水 　 琴

（ 敬 称 略 ）

※

1 2月 現 在 で 了 承 を い
た だ い た 方 の み 掲 載し て い ま す 。

■ 上 町 川小 　 田 　 皓 　 太元 　 番 　 崚 　 斗菅 　 田 　 愛 　 理花 　 房 　 淳 　 平■ 滝 本高 　 森 　 隆 　 成長 　 尾 　 麻 　 愛大 　 内 　 朋 　 暉小 　 阪 　 理 　 奈石 　 井 　 大 　 渡池 　 口 　 ひ な の周 　 　 　 雄 　 稀■ 荒 内 西井 　 戸 　 良 　 輔井 　 戸 　 勇 　 貴坂 　 手 　 稜 　 冴桑 　 村 　 　 梓■ 中 島 西安 　 藤 　 紗 　 楽田 　 村 　 尊 　 翔無 　 関 　 津 　 那■ 中 島 東鷹 　 取 　 統 　 士■ 柿力 　 久 　 誠 　 大岡 　 原 　 悠 　 馬■ 久 常福 　 永 　 そ 　 ら

■ 豊 沢森 　 安 　 翔 　 駿平 　 井 　 智 　 香小 　 西 　 優 　 生■ 皆 木岡 　 野 　 天 　 摩■ 行 方山 　 中 　 瑠 　 香藤 　 原 　 め 　 い水 　 島 　 貫 　 汰水 　 島 　 遼 　 平■ 高 円水 　 島 　 大 　 智■ 関 本水 　 嶋 　 唯 　 夏■ 西 原岸 　 本 　 勇 　 飛■ 小 坂竹 　 内 　 悠 　 真■ 馬 桑延 　 原 　 水 　 琴

（ 敬 称 略 ）

※

1 2月 現 在 で 了 承 を い
た だ い た 方 の み 掲 載し て い ま す 。

令 和 ８ 年 １ 月 １ １ 日 ㈰
午 前 ９ 時 受 付 　 午 前 1 0 時 開 式 （ 予 定 ）

平 成 １ ７ 年 ４ 月 ２ 日 か ら
平 成 １ ８ 年 ４ 月 １ 日 の 間 に 生 ま れ た 方

文 化 セ ン タ ー 　
日 　 時

場 　 所

対 象 者

平 成 １ ７ 年 ４ 月 か ら 平 成 １ ８ 年 ３ 月 ま で の 出 来 事

年 　 月 出 　 　 来 　 　 事

平 成

1 7年

4 月  J R 福 知 山 線 脱 線 事 故 （ ４ 月 2 5 日 ）

5 月  個 人 情 報 保 護 法 が 全 面 施 行

6 月  「 ク ー ル ビ ズ 」 本 格 ス タ ー ト

7 月  郵 政 民 営 化 法 案 、 衆 議 院 で 可 決

8 月  衆 議 院 解 散 （ 郵 政 解 散 ）

9 月  第 4 4 回 衆 議 院 議 員 総 選 挙

1 0 月  郵 政 民 営 化 関 連 法 が 成 立

1 1 月  構 造 改 革 ・ 地 方 分 権 を 巡 る 議 論 が 活 発 化

1 2 月  耐 震 強 度 偽 装 問 題 が 社 会 問 題 化

年 　 月 出 　 　 来 　 　 事

平 成

1 8年

1 月  ラ イ ブ ド ア 事 件 で 堀 江 貴 文 容 疑 者 逮 捕

2 月  ト リ ノ 冬 季 オ リ ン ピ ッ ク 開 催

3 月
  ワ ー ル ド ・ ベ ー ス ボ ー ル ・ ク ラ シ ッ ク

（ W B C ） で 日 本 が 初 代 王 者 に
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ス マ ホ 申 告 説  明 会 を 開 催 し ま す

１ 月 2 2 日 ㈭
【 場 所 】 役 場 ２ 階 　 2 0 1 会 議 室

① 午 前 ９ 時 3 0 分 ～
② 午 後 ２ 時 3 0 分 ～

ま た

役 場 で

問  税 務 住 民 課 　 ☎ 3 6 - 4 1 1 2

「  興  味  は  あ る け ど  難 し そ う 」 「 初 め て な の で  誰  か  教  え て ほ し い 」 と い う 方 は

ぜ  ひ ご  参  加 く だ さ い 。

N A GI N A GI 令  和  ８  年 １ 月  号令  和  ８  年 １ 月  号 1 8



お 知 ら せ

　 平 成 1 5 年 か ら 始 ま っ た 期 日 前 投 票 制 度 の 周 知 ・ 浸 透 に よ り 、 奈 義 町 で は 全 体 の 投 票 者 の ７ 割 以 上 の
方 が 期 日 前 投 票 に よ り 、 役 場 期 日 前 投 票 所 で 投 票 を 行 っ て い ま す 。
　 ま た 、 当 日 の 投 票 者 が 減 少 し て い く 中 に あ っ て も 、 投 票 所 を 開 設 す る た め に は 、 選 挙 事 務 に 従 事 す
る 職 員 の 配 置 に 加 え 、 各 地 区 か ら 投 票 立 会 人 の ご 協 力 を い た だ く 必 要 が あ り 、 投 票 所 の 準 備 を 含 め 、
従 来 と 同 様 の 負 担 が 必 要 と な り ま す 。 5, 0 0 0 名 い た 有 権 者 は 、 今 で は 4, 5 0 0 名 を 切 っ て い ま す 。
　 こ う し た 状 況 を 踏 ま え 、 選 挙 を 正 確 か つ 円 滑 に 執 行 で き る よ う 、 現 況 に 合 わ せ た 投 票 所 の 見 直 し に
つ い て 選 挙 管 理 委 員 会 で 検 討 を 行 っ た 結 果 、 現 在 の ３ 投 票 所 を １ 投 票 所 に 集 約 す る 方 向 で 進 め る こ と
を 決 定 い た し ま し た 。 ご 意 見 を お 聞 か せ く だ さ い 。
　 今 後 の 選 挙 に お い て は 、 期 日 前 投 票 、 不 在 者 投 票 、 郵 便 投 票 の 広 報 、 ま た 選 挙 期 日 中 の 無 償 の さ と
丸 乗 り 合 い 交 通 の 運 行 の 広 報 を 行 う な ど 、 投 票 率 の 維 持 ・ 向 上 に 向 け た 取 り 組 み を 引 き 続 き 実 施 し て
い き ま す 。
　 な お 、 本 投 票 所 の 見 直 し 案 に つ き ま し て は 、 町 民 の 皆 様 の ご 意 見 を お 聞 き す る た め 、 パ ブ リ ッ ク コ
メ ン ト を 実 施 し ま す 。 受 付 期 間 は 、 1 2 月 2 6 日 ㈮ か ら 令 和 ８ 年 １ 月 2 3 日 ㈮ ま で で す 。
　 受 付 方 法 や 提 出 先 な ど の 詳 細 に つ き ま し て は 、 町 ホ ー ム ペ ー ジ ま た は 選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 ま で お
問 い 合 わ せ く だ さ い 。

投 票 区 の 見 直 し に つ い て
問  選 挙 管 理 委 員 会
　  事 務 局
　  ☎ 3 6 - 4 1 1 1

令 和 ８ 年 ３ 月 定 時 登 録 （ 有 権 者 数 を 整 理 す る 登 録 日 ） に お い て

見 直 し を 実 施 、 投 票 区 変 更 の 告 示 を 行 う  

（ 案 ）

令 和 ８ 年 ３ 月 以 降 の 次 回 選 挙 か ら 、 新 し い 投 票 区 で 有 権 者 へ 案 内

投 票 区 地 　 区 　 名 投 　 票 　 所

第 　 １
投 票 区

荒 内 西 、 中 島 西 、
新 吉 野 、 上 町 川 、
滝 本

旧 滝 川 つ く し 幼 稚 園

第 　 ２
投 票 区

中 島 東 、 広 岡 、 柿 、
久 常 、 豊 沢 、 宮 内 、
成 松

奈 義 町 役 場

第 　 ３
投 票 区

高 円 、 行 方 、 関 本 、
西 原 、 皆 木 、 小 坂 、
馬 桑

旧 中 央 東 幼 稚 園

投 票 区 地 　 区 　 名 投 　 票 　 所

奈 義 町

投 票 区
全 地 区 奈 義 町 役 場

2 0 歳 を 迎 え る と 、 社 会 の 一 員 と し て 果 た さ な け れ ば な ら な い 義 務 の 一 つ に 「 国 民 年 金 へ の 加 入 」 が あ

り ま す 。

国 民 年 金 は 、 一 部 の 方 （ 会 社 員 や 公 務 員 で 厚 生 年 金 に 加 入 さ れ て い る 方 、 ま た は 、 そ の 配 偶 者 に 扶 養 さ

れ て い る 方 ） を 除 き 、 日 本 国 内 に 住 所 の あ る 2 0 歳 か ら 6 0 歳 ま で の す べ て の 方 に 加 入 が 義 務 付 け ら れ て

い ま す 。

公 的 年 金 制 度 は 、 老 後 や 障 害 を 負 っ た と き に 、 働 い て い る 世 代 み ん な で 支 え よ う と い う 考 え で つ く ら

れ た 仕 組 み で す 。 原 則 と し て 、 保 険 料 を 納 付 し な け れ ば 年 金 の 給 付 を 受 け る こ と が で き ま せ ん 。 公 的

年 金 制 度 に 加 入 し て 保 険 料 を 納 め 続 け る こ と で 、 老 後 （ ＊ １ ）
　 　 や 、 病 気 や ケ ガ で 障 害 が 残 っ た と き （ ＊ ２ ）

　 　 、 家 族

の 働 き 手 が 亡 く な っ た と き （ ＊ ３ ）
　 　 に 年 金 を 受 け 取 る こ と が で き ま す 。

国 民 年 金 は 生 涯 に わ た っ て 、 皆 さ ん の 生 活 を 守 り ま す 。2 0 歳 に な っ た ら 、 国 民 年 金 に 加 入 し ま し ょ う 。

＊ １ … 老 齢 年 金 　 ＊ ２ … 障 害 年 金 　 ＊ ３ … 遺 族 年 金

問  税 務 住 民 課
　 ☎ 3 6 - 4 1 1 22 0 歳 に な っ た ら 国 民 年 金
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【 主 　 催 】 　 津 山 圏 域 定 住 自 立 圏 　 　 　 　 【 事 務 局 】 　 有 限 会 社 チ ア ー ズ

【 お 申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ 】 　

有 限 会 社 チ ア ー ズ 　 〒71 0 - 0 0 01 岡 山 県 倉 敷 市 三 田 7 6 -1 T E L. 0 8 6 - 4 61- 0 5 0 6

● 日 　 　 時 ： 2 0 2 6 年 １ 月 1 8 日 日 1 3 ：0 0  〜 1 6 ：3 0

● 場 　 　 所 ： 津 山 文 化 セ ン タ ー （ 岡 山 県 津 山 市 山 下 6 8 ）

● 募 集 対 象 ： 2 0 歳 代 〜 お お む ね 4 0 歳 代 ま で の 独 身 の 方
　 　 　 　 　 　 　 （ 津 山 市 ・ 鏡 野 町 ・ 勝 央 町 ・ 奈 義 町 ・ 久 米 南 町 ・ 美 咲 町 ）
         ※ 男 性 は 津 山 圏 域 内 に 在 住 ま た は 在 勤 の 方 に 限 り ま す

● 募 集 定 員 ： 男 女 各 2 5 名 （ 合 計 5 0 名 ） ※  応  募  者  多  数  の  場  合  は  抽  選  に な り ま す

● 参 加 費 ： 無 料

● 申 込 期 限 ： １ 月 ８ 日 ㈭
※ 詳 細 は 参 加 者 の 方 に 直 接 LI N E で お 知 ら せ し ま す

※ 本 イ ベ ン ト で は 昼 食 の 提 供 は あ り ま せ ん

※  必 ず ご  本  人  が お  申 し 込  み く だ さ い

1 2 ： 3 0  受 付 開 始
1 3 ： 0 0  オ ー プ ニ ン グ
1 3 ： 1 5  セ ミ ナ ー ス タ ー ト
1 5 ： 0 0  １ 対 １ の 自 己 紹 介
  フ リ ー タ イ ム
1 6 ： 3 0  終 了

Ti m e S c h e d ul e

恋 活 セ ミ ナ ー
い っ ぱ  い  学 ん で
ゆ っ く り 話 せ る

今 話 題 の

パ ー ソ ナ ル カ ラ ー を 使 っ た

交 流 会
「  は  じ  め  ま  し  て  」 が  チ  ャ  ン  ス  に  変  わ  る ！「  は  じ  め  ま  し  て  」 が  チ  ャ  ン  ス  に  変  わ  る ！

&

外

見 力 ア ッ プ 参 加 費
無 料

自 分 に 似 合 う 色 ＝ パ ー ソ ナ ル カ ラ ー を 知 る だ け で 、
第 一 印 象 は も っ と 魅 力 的 に 。
男 女 と も に 使 え る “ 印 象 ア ッ プ 術 ” を 、
こ の 無 料 セ ミ ナ ー で 身 に つ け ま し ょ う 。

チ ア ー ズ
ホ ー ム ペ ー ジ

結 婚 新 生 活 支 援 事 業

問 情 報 企 画 課 　 ☎  3 6 - 4 1 2 6

婚 姻 し た 世 帯 の 住 環 境 に 係 る 経 済 的 な 負 担 を 軽 減 し 、 新 婚 生 活 の ス タ ー ト ア ッ プ を 支 援 し て い ま す 。

補 助 対 象
経 費

住 宅 の 購 入 、 リ フ ォ ー ム 、 賃 貸 費 用 、 引 越 費 用 、 家 具 ・ 家 電 の 購 入 費 　

※ 令 和 ７ 年 ４ 月 以 降 に 支 払 っ た 費 用 が 対 象 で す
※ ス マ ー ト フ ォ ン 、 タ ブ レ ッ ト 、 パ ソ コ ン 等 は 対 象 外 で す

補 助 対 象
世 帯

つ ぎ の 要 件 を す べ て 満 た す 夫 婦 が 対 象 で す

● 令 和 ７ 年 １ 月 以 降 に 婚 姻 届 け が 受 理 さ れ て い る 　 　 ● 夫 婦 の 合 算 所 得 5 0 0 万 円 未 満 　

● 夫 婦 と も 満 3 9 歳 以 下

補 助 額

住 宅 購 入 、 リ フ ォ ー ム 、 賃 貸 費 用 、 引 越 費 用 ： 合 計 6 0 万 円 （ 最 大 ） 　

家 具 ・ 家 電 の 購 入 費 ： 合 計 2 0 万 円 （ 最 大 ） 　

※ 夫 婦 の 1 人 ど ち ら か に 3 0 歳 以 上 の 方 が い る 場 合 は 最 大 の 補 助 額 が 半 分 に な り ま す

～ あ な た の 時 間 を 、 町 の 力 に ～

会 計 年 度 任 用 職 員 登 録 制 度 　 随 時 受 付 中 ！

問 総 務 課 　 ☎  3 6 - 4 1 1 1 　 E- m ail ： s o u m u @ t o w n. n a gi.l g.j p

　 町 で は 、 欠 員 や 業 務 量 の 増 加 に 備 え 、 会 計 年 度 任 用 職 員 の 登 録 制 度 を 実 施 し て い ま す 。

　 登 録 者 の 中 か ら 、 必 要 に 応 じ て 条 件 の 合 う 方 へ お 声 が け し 、 面 接 等 の 選 考 を 経 て 採 用 し ま す 。

　 登 録 ＝ 採 用 決 定 で は あ り ま せ ん 。 く わ し く は 右 上 記 の 二 次 元 コ ー ド か ら ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。

主 な 業 種 事 務 職 、 公 共 交 通 運 転 員 、 保 育 教 諭 ・ 補 助 、 清 掃 士 、 山 の 駅 ス タ ッ フ ほ か

対 　 　 象 1 8 ～ 7 0 歳 未 満 で 、 町 の 業 務 に 関 心 の あ る 方 （ 職 種 に よ り 資 格 が 必 要 で す ）

申 込 先 登 録 申 込 書 は 総 務 課 へ 、 郵 送 ・ メ ー ル ・ ま た は ご 持 参 に て ご 提 出 く だ さ い 。

町 ホ ー ム ペ ー ジ➡
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お 知 ら せ

奈 義 町 民 全 員 に 「 奈 義 町 物 価 高 騰 対 策 給 付 金 」 を 支 給 し ま す ！

問 未 来 創 造 課 　 ☎  3 6 - 4 1 1 7

町 民 の 生 活 支 援 お よ び 地 域 経 済 の 活 性 化 を 図 る た め 、 物 価 高 騰 給 付 金 を 支 給 し ま す 。

給 付 額 5, 0 0 0 円 分 給 付 方 法 ナ ギ フ ト マ ネ ー に 自 動 的 に 入 金

対 象 者
令 和 ８ 年 １ 月 １ 日 現 在 で 奈 義 町 の 住 民 基
本 台 帳 に 記 載 さ れ 、 引 き 続 き 支 給 日 現 在
で 台 帳 に 登 載 さ れ て い る 方

取 扱 店
ナ ギ フ ト カ ー ド 加 盟 店 舗 に て 使 用
可 能

使 用 期 限
カ ー ド を ３ 年 間 全 く 使 用 し な く な
る と 失 効給 付 日 １ 月 ７ 日 ㈬ 予 定

奈 義 町 活 性 化 支 援 券 第 ３ 弾 の 販 売 に つ い て

問 未 来 創 造 課 　 ☎  3 6 - 4 1 1 7

町 内 の 経 済 対 策 の 一 環 と し て 、 町 内 消 費 を 促 進 し 地 域 の 活 性 化 に 資 す る た め 、 活 性 化 支 援 券 を 販 売 し ま す 。

販 売 部 数 7, 0 0 0 部 　 7, 5 0 0 円 分 を 5, 0 0 0 円 で 販 売

購 入 限 度 額 1 人 の 購 入 可 能 額 　 5, 0 0 0 円 （ 額 面 7, 5 0 0 円 ）

購 入 条 件
ナ ギ フ ト カ ー ド を お 持 ち の 方

※ ナ ギ フ ト カ ー ド 町 内 者 会 員 お よ び ナ ギ フ ト カ ー ド 町 外 者 会 員 、 先 行 し て 町 内 カ ー ド 向 け で 販 売 し ま す

町 内 者 向 け 先 行 販 売 １ 月 1 5 日 ㈭ （ 予 定 ） ～  完 売 に な り 次 第 終 了

町 外 者 向 け 販 売 ２ 月 1 日 ㈰ （ 予 定 ） ～  完 売 に な り 次 第 終 了

使 用 期 限 １ 月 1 5 日 ㈭ （ 予 定 ） ～ ６ 月 3 0 日 ㈫

購 入 場 所 町 内 の ナ ギ フ ト 支 援 券 販 売 店 お よ び ナ ギ テ ラ ス

そ の 他
ナ ギ フ ト カ ー ド 加 盟 店 舗 に て 使 用 可 能

ま た 、 １ 月 ７ 日 ㈬ に 給 付 予 定 の 物 価 高 騰 給 付 金 で 購 入 す る こ と も 可 能

奈 義 町 産 米 を 2, 5 0 0 円 で 販 売 し ま す ！

問 産 業 振 興 課 　 ☎  3 6 - 4 1 1 4

　 物 価 高 騰 対 策 と し て 、 奈 義 町 産 の お 米 ５ ㎏ を 2, 5 0 0 円 で 販 売 し ま す 。 美 味 し い 奈 義 町 の お 米 を ぜ ひ ご 賞 味

く だ さ い 。

販 売 価 格 2, 5 0 0 円 （ ５ ㎏ ／ 袋 ） 販 売 数 量 2, 0 0 0 袋

購 入 限 度 数 量 １ 人 ３ 袋 ま で 対 象 者 ナ ギ フ ト カ ー ド を お 持 ち の 方

購 入 条 件 奈 義 町 活 性 化 支 援 券 第 ３ 弾 で の お 支 払 い 　 ※ 現 金 で の 購 入 は で き ま せ ん

※ 販 売 店 、 販 売 時 期 等 に つ い て は 奈 義 町 ア プ リ 、 ホ ー ム ペ ー ジ に て お 知 ら せ し ま す
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物 価 高 騰 対 策 と し て 上 水 道 基 本 料 金 の 減 免 期 間 を ２ か 月 間 延 長 し ま し た

問 地 域 整 備 課 　 ☎  3 6- 4 1 1 5

　 物 価 高 騰 に よ る 経 済 的 負 担 軽 減 の た め 、 公 共 施 設 を 除 く 町 内 す べ て の 給 水 契 約 者 を 対 象 に 、 上 水 道 料 金 の

基 本 料 金 部 分 を ５ 月 か ら 1 0 月 の ６ か 月 分 を 減 免 し て い ま し た が 、 ２ か 月 間 延 長 し 、1 2 月 ま で の ８ か 月 間 を 減

免 期 間 と す る こ と と し ま し た 。（ 申 請 手 続 き は 不 要 で す ）

減 免 の

内 容

● 上 水 道 使 用 者 　 基 本 料 金 　 2, 2 0 0 円 ／ 月( 1 0 ㎥ ま で ） 　

● 上 水 道 休 止 者 　 休 止 料 金 　   7 3 0 円 ／ 月

● 上 水 道 料 金 の 基 本 料 金 の み を 全 額 免 除 す る 。（ 水 道 メ ー タ ー 使 用 料 及 び 超 過 料 金 は 対 象 外 ）

● 下 水 道 使 用 料 及 び 浄 化 槽 使 用 料 は 対 象 と な り ま せ ん 。 　 　 　 　 　

減 免 対 象 期 間 ● 1 1 ・ 1 2 月 分 　 ⇒ 　 １ 月 1 5 日 ㈭ に 通 知 予 定

命 を つ な ぐ 救 急 車 の 適 正 利 用 を

問 こ ど も ・ 長 寿 課 　 ☎  3 6- 6 7 0 0

　 津 山 圏 域 消 防 組 合 の 救 急 出 動 件 数 の 増 加 が 続 い て い ま す 。

　 「 紙 で 指 先 を 切 っ た か ら 、 救 急 車 を 呼 ぼ う 」「 病 院 で 優 先 的 に

見 て も ら い た い か ら 」 な ど の 安 易 な 理 由 で 救 急 車 の 出 動 が 増 え

る と 、 本 当 に 必 要 な 人 の と こ ろ に 向 か う 救 急 車 の 到 着 が 遅 れ 、

「 救 え る 命 」 を 救 え な い こ と に な り ま す 。

　 救 急 車 の 適 正 利 用 に ご 協 力 を お 願 い し ま す 。

本 当 に 必 要 な と き は 迷 わ ず 救 急 車 を

〈 こ ん な 時 は 、 す ぐ に 1 1 9 〉

● 突 然 の 激 し い 頭 痛 や 高 熱

● 立 っ て い い ら れ な い ほ ど の ふ ら つ き

● 急 な 息 切 れ 、 呼 吸 困 難

● ろ れ つ が ま わ ら な い 、 う ま く 話 せ な い

● 視 野 が 欠 け る

● 突 然 、 胸 や 背 中 に 激 痛 が す る 　 な ど

総 務 省 消 防 庁 
救 急 お 役 立 ち ポ ー タ ル サ イ ト➡

お か や ま
医  療  情  報  ネ  ッ ト➡

こ ど も ・ 長 寿 課 　 ☎ 3 6 - 6 7 0 0ス ト レ ス に つ い て 考 え よ う ！   V ol. 2 3

子 ど も た ち の  健 や か な 心 を 育 て る 方 法

　 新 し い 年 の 始 ま り は 、 大 人 に と っ て も 子 ど も に と っ て も “ 心 の リ セ ッ ト ” が で き る 良 い タ イ ミ ン グ で す 。 １ 月 は 、

子 ど も た ち が 前 向 き な 気 持 ち で 日 々 を 過 ご せ る よ う 、 シ ン プ ル で 達 成 し や す い 目 標 を 一 緒 に 考 え て み ま し ょ う 。 　

　 一 年 の 始 ま り に 、 子 ど も た ち の “ 小 さ な 成 功 ” が 積 み 重 な る 環 境 づ く り を 、 家 庭 や 地 域 の 中 で 一 緒 に 育 ん で い き ま し ょ う 。

【 小 さ な 目 標 が ポ イ ン ト 】
「 で き そ う 」 と 思 え る 小 さ な ス テ ッ プ に す る こ と が 大 切 で す 。

【 ス モ ー ル ス テ ッ プ で 自 信 を 育 て る 】
「 毎 日 3 0 分 勉 強 す る 」 よ り も 、「 今 日 は 宿 題 に 1 0 分 集 中 し て み る 」「 学 校
で 笑 顔 で あ い さ つ を す る こ と を 一 回 が ん ば る 」 と い っ た 、 ス モ ー ル ス
テ ッ プ を 意 識 し た 子 ど も の 成 功 体 験 に つ な が る 目 標 が 効 果 的 で す 。 小
さ く 達 成 で き る 経 験 は 、 自 信 や 自 己 肯 定 感 の 土 台 と な り ま す 。

【 目 標 は 子 ど も が 決 め る 】
目 標 は 大 人 が 決 め る の で は な く 、 子 ど も 自 身 が 選 ぶ こ と が 大 切 で す 。「 今 年 、 ど ん な こ と が で き た ら う れ し
い ？ 」 と 問 い か け 、 子 ど も の 思 い や 興 味 に 耳 を 傾 け て み ま し ょ う 。 親 子 で 一 緒 に 考 え る 時 間 そ の も の が 、
安 心 で き る 関 係 づ く り に つ な が り ま す 。

【 結 果 よ り も プ ロ セ ス を ほ め る 】
達 成 で き た 日 は 「 よ く が ん ば っ た ね 」 と 気 持 ち に 寄 り 添 い 、 う ま く い か な か っ た 日 は 「 ま た 明 日 や っ て み
よ う 」 と 励 ま す こ と で 、 挑 戦 す る 気 持 ち を 育 て ま し ょ う 。 結 果 よ り も “ 続 け よ う と す る 姿 勢 ” を 認 め る こ
と が 、 子 ど も た ち の 健 や か な 心 を 支 え る ポ イ ン ト で す 。

１ 月  新 年 の 目 標 設  定

日 本 原 病 院 で は 町 の 皆 さ ん の こ こ ろ の 健 康 維 持 ・ 増 進 の た め 、 健 康 に 関 す る 記 事 を 掲 載 さ せ て い た だ い て い ま す 。
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お 知 ら せ

奈 義 町 物 品 等 購 入 契 約 簡 易 登 録 事 業 者 募 集 に つ い て

問 総 務 課 　 ☎  3 6- 4 1 1 1

　 令 和 ８ ・ ９ 年 度 に 、 町 が 5 0 万 円 未 満 の 物 品 等 や 車 両 を 発 注 す る 際 の 事 業 者 登 録 申 請 の 受 付 を 行 い ま す 。 ご

希 望 の 方 は 、 次 の と お り 申 請 書 を 提 出 し て く だ さ い 。

受 付 期 間 ２ 月 ２ 日 ㈪ ～ ２ 月 2 0 日 ㈮

対 象 者 町 内 に 本 社 も し く は 営 業 所 等 を 有 す る 者 ま た は 町 内 に 住 所 を 有 す る 者

提 出 書 類
物 品 等 購 入 契 約 簡 易 登 録 申 請 書

町 税 の 滞 納 が な い 証 明 書 （ 事 業 所 お よ び 代 表 者 ）

提 出 先 役 場 　 総 務 課 （ 役 場 ２ 階 ）

※ 物 品 等 購 入 契 約 簡 易 登 録 申 請 書 は 、 町 ホ ー ム ペ ー ジ か ら ダ ウ ン ロ ー ド し て い た だ く か 、 役 場 （ 総 務 課 ） で ご 用 意 し て お り ま す

の で ご 利 用 く だ さ い 。

■ 行 政  ・  悩 み ご と  ・
心 配 ご と 相 談

●
日 時

　
１
月

2 0日 ㈫

　 　 　 　

午 前

1 0時
～
午 後 ３ 時

●
場 所

　
文 化 セ ン タ ー

●
担 当

　
人 権 擁 護 委 員  ・  行 政 相 談 委 員  ・  民 生委 員 児 童 委 員

●
相 談 内 容

　
相 続 、  登 記 、  金 銭 貸 借 、

借 地 、 借 家 、 隣 り 近 所 、 家 庭 内 、体 罰 、 名 誉 侵 害 、 人 権 、 環 境 、 農地 問 題 、 税 金 、 年 金 、 い じ め 、 非行 な ど に 関 す る 諸 問 題 相 談 は 無 料で 、 秘 密 は 厳 守 し ま す 。
■ 生 活 困 窮 者 自 立 支 援 相 談

～ 経 済 的 に 生 活 が 困 難 な 方 ご 相 談 を ～

●
日 時

　
１
月

2 0日 ㈫

　 　 　 　

午 前

1 0時
～
午 後 ３ 時

●
場 所

　
文 化 セ ン タ ー

●
担 当

　

　
美 作 県 民 局

　
福 祉 振 興 課

　
相 談 支 援 員

●
相 談 内 容

　
経 済 的 に 生 活 が 困 難 な

方  （ 対 象 者 ）  の 自 立 相 談 支 援

　
相 談

は 無 料 で 、 秘 密 は 厳 守 し ま す 。 一人 で 悩 ま ず 、 お 気 軽 に ご 相 談 く ださ い 。
●
問 い 合 わ せ 先美 作 県 民 局

　
福 祉 振 興 課

☎

2 3ー １ ２ ９ ３

こ ど も  ・  長 寿 課☎

3 6ー ６ ７ ０ ０

入 札 結 果 　
問  地 域 整 備 課 　 ☎ 3 6 - 4 1 1 5

1 1 月 １ 日 ～ 1 1 月 3 0 日

開 札 日 工 　 事 　 名 落 札 業 者 （ ま た は 不 落 ） 落 札 額 （ 税 抜 ） 落 札 率 指 名 業 者 数

1 1 月 7 日
河 川 改 修 工 事 （ 準 用 河 川 古 川 ）

２ 工 区
㈱ エ ー ア ン ド エ ム ¥ 4 0, 0 0 0, 0 0 0 9 8. 2 % 4

1 1 月 1 2 日 区 画 線 設 置 工 事 （ 町 道 梶 並 線 外 ） ㈱ 森 藤 工 業 ¥ 5, 1 4 0, 0 0 0 9 7. 2 % 4

※ 予 定 価 格 　 2 5 0 万 円 以 上 の 公 共 工 事 落 札 額 を 公 表 し ま す

お 詫 び と 訂 正

　 先 月 号 広 報 紙 「 我 が 家 の ア イ ド ル 」 に 掲 載 し ま し た 、1 1 月 で １ 歳 に な る 久
く

保
ぼ

山
や ま

千
ち

与
よ

ち ゃ ん の 顔 写 真 に

誤 り が ご ざ い ま し た 。 同 じ く 1 1 月 で １ 歳 に な る 定
さ だ

森
も り

柑
か ん

奈
な

ち ゃ ん の お 名 前 ・ メ ッ セ ー ジ 等 の 掲 載 漏 れ が

ご ざ い ま し た 。

　 深 く お 詫 び 申 し 上 げ ま す と と も に 、 訂 正 し 正 式 な 顔 写 真 と お 名 前 を 再 度 、 裏 面 掲 載 さ せ て い た だ き

ま す 。
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こ ど  も  園 な ぎ っ 子 フ ェ ス テ ィ バ ル ！

　 ９ 月 か ら 交 流 広 場 で 始 め た 「 お 茶 の 時 間 」 。

　 日 頃 “ や っ て み た い な あ ” と 思 っ て い て も 、

お う ち で は な か な か で き な い こ と を 自 ら 立 案

し て 一 緒 に 楽 し む 時 間 で す 。

　 1 1 月 は 「 字 を 書 こ う ！ 」「 ス マ ホ の こ れ 分 か

ら ん ！ 」「 み ん な で ボ ー ド ゲ ー ム ‼ 」「 ル ビ ー と

あ そ ぼ 」 を テ ー マ に 開 催 し ま し た 。

　 ひ と 文 字 ず つ 書 き た い 字 を 書 く 。 ス マ ホ の

使 い 方 を 知 る 。 い ろ ん な ボ ー ド ゲ ー ム や カ ー

ド ゲ ー ム を 紹 介 し て 、 み ん な で 楽 し む 。 国 際

交 流 な ど い ず れ も 、 お 茶 を 飲 み な が ら 、 お 話

し し な が ら 、 集 ま っ た 人 同 士 ゆ っ く り と 過 ご

し て い ま す 。

な ぎ
チ ャ  イ ル ド
ホ ー ム

「 お 茶 の 時 間 」 ス タ ー ト ！

　 1 2 月 ５ 日 に 第 ２ 回 な ぎ っ 子

フ ェ ス テ ィ バ ル を 開 催 し 、 ３ ・

４ ・ ５ 歳 児 ク ラ ス が 学 年 ご と に 生

活 発 表 を 行 い ま し た 。 こ あ ら 組

（ ３ 歳 児 ） は 、 運 動 会 で 仲 間 意 識

が 芽 生 え た チ ー ム ご と に み ん な

で 合 わ せ て 同 じ 動 き や 言 葉 に 挑

戦 す る ご っ こ 遊 び を 楽 し む よ う

に な り ま し た 。 そ し て 、 大 好 き

な 「 お お き な か ぶ 」 の 絵 本 に 興 味

を も っ た 子 ど も た ち は 、 遊 び の

中 で 保 育 者 や 友 だ ち と の ご っ こ

遊 び を 始 め ま し た 。 今 回 は 、 そ

の チ ー ム で 役 割 を 担 当 し 「 お お き

な か ぶ 」 の 劇 あ そ び を 発 表 し ま し

た 。 初 め て の 舞 台 で し た が 、 息

を 合 わ せ て 「 う ん と こ し ょ 、 ど っ

こ い し ょ 」 と 掛 け 声 を か け な が

ら 、 大 き な 声 で セ リ フ を 言 っ た

り 、 歌 を 歌 っ た り 、 保 育 者 と 掛

け 合 い を し な が ら 自 信 に 満 ち 溢

れ た 姿 を み せ て く れ ま し た 。

　 ぱ ん だ 組 （ ４ 歳 児 ） は 、 劇 「 ぱ ん

だ 組 の ふ し ぎ な ぼ う け ん ！ 」 を 発

表 し ま し た 。 自 分 た ち の 得 意 な

こ と 、 お 家 の 人 に 見 て ほ し い こ

と を み ん な で 話 し 合 い 、 お 話 の

中 に 盛 り 込 み ま し た 。 劇 あ そ び

を し て い く 中 で 友 だ ち の こ と を

応 援 し た り 、 お 互 い に ア ド バ イ

ス を し あ い 、 友 だ ち と 一 緒 に 成

長 し て い く 様 子 が 見 ら れ ま し た 。

園 生 活 で 経 験 し た 毎 日 の 積 み 重

ね か ら 、 で き る よ う に な っ た こ

と を 自 信 を も っ て 発 表 す る こ と

が で き ま し た 。

　 き り ん 組 （ ５ 歳 児 ） は 、 劇 「 に ゃ

ん き ち い っ か の だ い ぼ う け ん ～

め ざ せ ！ た か ら じ ま ！ ～ 」 を 発 表

し ま し た 。 衣 装 や 道 具 を 自 分 た

ち で 作 り 、 劇 の 中 で は 友 だ ち と

掛 け 合 い を し な が ら 、 宝 島 を 目

指 し ま し た 。 ハ ン ド ベ ル で は み

ん な で 合 わ せ る こ と を 意 識 し な

が ら 「 き ら き ら 星 」 を 演 奏 し ま し

た 。 素 敵 な 音 色 が 会 場 を ほ っ こ

り し た 気 持 ち に し て く れ ま し た 。

歌 は 日 ご ろ か ら 口 ず さ ん で い た

「 勇 気 1 0 0 ％ 」 を 選 び 、 元 気 い っ

ぱ い の 歌 声 を 聞 か せ て く れ ま し

た 。

　 な ぎ っ 子 フ ェ ス テ ィ バ ル を 経

験 し た こ と で 、 ま た 一 つ 大 き く

成 長 し た 姿 を 見 せ て く れ た 子 ど

も た ち で す 。 会 場 の 方 か ら た く

さ ん の 拍 手 を い た だ き 、 子 ど も

た ち の 大 き な 力 に な り ま し た 。

み ん な で 一 つ の こ と に 取 り 組 む

楽 し さ 、 表 現 す る 楽 し さ … な ど

実 り あ る 経 験 と な り ま し た 。 ３

学 期 も 子 ど も た ち の 挑 戦 し よ う

と す る 姿 を 見 守 り 、 や っ て み た

い 気 持 ち を 大 切 に し な が ら 、 こ

こ で し か で き な い 経 験 が で き る

よ う に し て い き た い と 思 い ま す 。

こ あ ら 組 ぱ ん だ 組 き り ん 組
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● ル ー ル ・ リ デ ザ イ ン プ ロ ジ ェ ク ト ～ 学 校 生 活 の き ま り 見 直 し ～

　 も っ と 学 校 生 活 が 過 ご し や す く
な る よ う に 、 ま た 、 生 徒 一 人 ひ と
り の 判 断 力 や 行 動 力 の 育 成 と 生 徒
同 士 で 声 を か け 合 い 、 高 め 合 い
な が ら 関 わ る 力 の 育 成 を 目 的 に 、
“ ル ー ル ・ リ デ ザ イ ン プ ロ ジ ェ ク ト”
に 全 校 で 取 り 組 ん で い ま す 。
　 1 1 月 に 学 校 生 活 の き ま り や 目 的
を 考 え な が ら “ 学 校 生 活 の き ま り ”
を 見 直 す プ ロ ジ ェ ク ト を ス タ ー ト し ま し た 。 全 校 集 会 の 中 で 、 だ れ も が“ 安 全 ・ 安 心” に 過 ご し 、“ 命 ・ 人 権” が 尊
重 さ れ る 学 校 を 目 指 す 視 点 を 共 有 し ま し た 。 取 り 組 み の 中 で は 、 学 年 を こ え て 話 し 合 う 活 動 も あ り 、 お 互 い
に 意 見 交 流 し ま し た 。 伝 統 を 受 け 継 ぎ な が ら 、 時 代 の 変 化 に 対 応 で き る よ う 生 徒 た ち も 成 長 し て い ま す 。

小 学 校 笑 顔 い っ ぱ い の 学 習 発 表 会 ！

　 1 1 月 2 9 日 に 学 習 発 表 会 を 開 催

し ま し た 。 子 ど も た ち は 、 国 語 、

音 楽 、 外 国 語 、 総 合 的 な 学 習 の

時 間 な ど 、 様 々 な 教 科 で 学 ん だ

こ と を も と に 、 創 意 工 夫 を 凝 ら し

た 発 表 を 行 い ま し た 。

　 １ 年 生 は 、 国 語 で 学 習 し た 言

葉 遊 び に 英 語 や ク イ ズ を 交 え て

発 表 を 行 っ た り 、 息 の 合 っ た 合

奏 を 披 露 し た り し ま し た 。 ２ 年

生 は 、 国 語 で 学 習 し た 物 語 を 音

楽 劇 で 表 現 。 低 学 年 ら し い 可 愛

さ に 加 え 、 歌 声 や 姿 勢 な ど で 成

長 し た 姿 を 見 せ ま し た 。 ３ 年 生

は 外 国 語 の 授 業 内 容 を 英 語 で 発

表 。 コ ミ カ ル な 合 唱 や A L T と の

楽 し い ダ ン ス で 会 場 を 和 ま せ ま

し た 。 ４ 年 生 は 、 テ レ ビ 番 組 を

元 に し た 笑 い あ り の 劇 で 、 日 本

の 各 地 を 大 調 査 ！ そ れ ぞ れ の 地

域 の 魅 力 を 伝 え ま し た 。 ５ 年 生

は 、 総 合 学 習 で 取 り 組 ん だ コ メ

作 り か ら 、 日 本 の 農 業 の 課 題 に

つ い て 深 く 掘 り 下 げ た 劇 を 披 露

し ま し た 。 劇 は ５ 年 生 が す べ て

自 分 た ち で 考 え た オ リ ジ ナ ル で

す 。 最 高 学 年 の ６ 年 生 は 、 修 学

旅 行 で 学 ん だ 「 平 和 」 を テ ー マ に

発 表 し ま し た 。 平 和 記 念 資 料 館

で 感 じ た こ と や 、 被 爆 さ れ た 方

の お 話 か ら 深 く 考 え た こ と を 力

強 く 発 信 。 そ し て 、 自 分 た ち に

で き る 平 和 へ の 一 歩 に つ い て 、

未 来 へ の 願 い と 強 い 思 い を 込 め

て 伝 え ま し た 。

　 子 ど も た ち は 、 日 々 の 学 習 の

成 果 を 皆 さ ん の 前 で 表 現 す る こ

と で 、 さ ら な る 自 信 を つ け る こ

と が で き ま し た 。 こ れ か ら も 町

の こ と や 、 い ろ い ろ な 教 科 の 学

習 に 意 欲 的 に 取 り 組 み 、 成 長 を

続 け て い き ま す 。

６ 年 生 「 W h a t c a n I d o  ？ ～ 自 分 た ち に で き る こ と ～ 」４ 年 生 「 日 本 の 果 て ま で イ ッ テ  Q  ！ 」

奈 義 小 学 校 ６ 年 生 の 体 験 授 業

ル ー ル ・ リ デ ザ イ ン プ ロ ジ ェ ク ト

１ 年 生 「 に ほ ん ご と え い ご で あ そ ぼ ！ 」

中 学 校 未 来 へ の バ ト ン ～ 新 た な 伝 統 を つ く る ～

● 奈 義 小 学 校 ６ 年 生 の 体 験 授 業

　 1 2 月 ５ 日 に 、 小 学 校 ６ 年 生 の 児 童 が 中 学 校 の 授 業 体 験 を 行 い ま し た 。 新 校 舎 で 授 業 を し て い る 中 学 生 を
見 学 し た 後 、 理 科 と 英 語 の 授 業 を 体 験 し ま し た 。 は じ め は 少 し 緊 張 し た 様 子 も あ り ま し た が 、 体 験 授 業 で
は 、 小 学 校 で 学 習 し た 内 容 と の つ な が り を 感 じ な が ら 積 極 的 に 授 業 を 受 け 、 中 学 生 に な っ た 自 分 を 少 し イ
メ ー ジ で き た の で は な い で し ょ う か 。 ４ 月 が 楽 し み で す 。
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今  年 を 良 い  年 に
希  望  あ  る  未  来  へ  進  め  て  参  り ま し ょ う

昨 年 1 2 月 に 首 都 直 下 型 地 震 の

被 害 想 定 が 政 府 の 有 識 者 会 議 か

ら 発 表 さ れ ま し た 。 マ グ ニ チ ュ ー

ド 7. 3 の 地 震 で 、 そ の 被 害 は 死 者

１ 万 ８ 千 人 、 焼 失 棟 数 は 4 0 万 棟 、

経 済 被 害 は 8 3 兆 円 と の こ と で す

が 、1 2 年 前 の 2 0 1 3 年 で は 、 死 者

２ 万 ３ 千 人 、 焼 失 棟 数 6 1 万 棟 、

経 済 被 害 は 9 5 兆 円 と あ り 、 こ の

1 2 年 間 に 死 者 ５ 千 人 、 棟 数 2 1 万

棟 、 被 害 金 額 1 2 兆 円 と そ れ ぞ れ

減 少 し て い ま す 。 こ れ は 防 災 計 画

等 に よ り 耐 震 化 や 火 災 対 策 が 一 定

程 度 進 め ら れ た 結 果 、 得 ら れ た も

の と 言 わ れ て い ま す 。

奈 義 町 で は 、 昨 年 末 に 消 防 団 の

年 末 夜 警 が 行 わ れ ま し た 。 防 火 や

防 犯 の 呼 び か け は 、 消 防 団 の 法 被

姿 と と も に 、 我 々 に 安 心 感 と 注 意

喚 起 を 与 え て く れ ま し た 。 ま た 、

1 1 月 に は 総 合 防 災 訓 練 そ し て 1 2

月 初 め に は 模 擬 火 災 訓 練 が 計 画 的

に 行 わ れ て お り 、 消 防 団 を は じ め

自 主 防 災 組 織 や 、 圏 域 消 防 の 活 動

が 防 災 に 大 き な 力 を 果 た し て い ま

す 。 防 災 の 基 本 は 、 自 助 ・ 共 助 ・ 公

助 で す 。 目 の 前 の 火 事 は す ぐ に 消

火 す る 必 要 が あ り ま す が 、 地 域 の

火 災 を 減 ら す た め の 対 策 を 計 画 的

に 進 め な け れ ば な り ま せ ん 。

行 政 の 基 本 も 住 民 自 治 で あ り 、

自 助 ・ 共 助 ・ 公 助 で す 。 自 治 の 目 標

は 誰 も が 安 心 し て 最 期 ま で 住 み

続 け ら れ る 町 、 持 続 的 発 展 の 町 づ

く り で す 。 そ の 最 大 の 課 題 は 、 人

口 の 維 持 。 働 く と こ ろ 、 住 む と こ

ろ 、 そ し て 子 育 て 支 援 と 魅 力 あ る

教 育 、 ま た 、 生 活 を 楽 し む 文 化 ・

芸 術 等 々 の 町 づ く り が 、 計 画 的 に

進 め ら れ て き ま し た 。

奈 義 町 は 、 こ れ か ら も 高 齢 者 対

策 を 行 い な が ら 、 若 者 に 夢 や 希 望

を 与 え な け れ ば な り ま せ ん 。 若 者

に 魅 力 を 感 じ て も ら い 町 に 残 る 、

町 に 移 住 す る 選 択 を し て も ら う た

め の 一 つ と し て 、「 ア ー ト の 森 」 事

業 は 、 誰 も が 憩 え る 森 の あ そ び 場

に 感 性 を 育 む ア ー ト 作 品 を 配 置 す

る と 共 に 、 人 口 維 持 の た め の 賃 貸

住 宅 を 整 備 し 、 併 せ て 観 光 振 興 に

つ な が る 事 業 と し て 計 画 的 に 取 り

組 ま な け れ ば な り ま せ ん 。

町 の 価 値 を 高 め る 事 業 に な る と

思 い ま す 。 皆 さ ん で 希 望 あ る 未 来

へ 進 め ま し ょ う 。

町 長 室 か ら

    こ ん に ち は
ー シ リ ー ズ 7 0  ー

自 衛 隊 活 動 報 告

ー N o. 6 1 ーN i h o n b a r a  G a r r i s o n  J o u r n a l

日 本 原 駐 屯 地 日 誌

第 5 3 回 　 中 国 ・ 四 国 地 区 銃 （ 短 ） 剣 道 選 手 権 大 会

1 2 月 ７ 日 に 美 作 ア リ ー ナ で 、 第 5 3 回 　 中 国 ・ 四 国 地 区 銃 （ 短 ）

剣 道 選 手 権 大 会 が 実 施 さ れ 、 団 体 戦 自 衛 隊 A の 部 に お い て 日 本

原 駐 屯 地 A チ ー ム が 大 会 初 優 勝 を 成 し 遂 げ ま し た 。 ま た 、 短 剣

道 の 部 に お い

て も 日 本 原 駐

屯 地 B チ ー ム

が 第 ３ 位 に な

り ま し た 。

選 手 は 以 下

の と お り で

す 。

● 銃 剣 道 の 部

先 鋒 　 大
お お

橋
は し

　 真
し ん

悟
ご

　 ５ 　 　 段( ８ 中 隊)

次 鋒 　 松
ま つ

延
の ぶ

　 靖
や す

大
ひ ろ

　 錬 士 ６ 段( ８ 中 隊)

中 堅 　 大
お お

庭
ば

　 裕
ゆ う

二
じ

　 教 士 ７ 段( ７ 中 隊)

副 将 　 内
な い

藤
と う

　 介
か い

斗
と

　 ５ 　 　 段( ８ 中 隊)

大 将 　 藤
ふ じ

原
わ ら

　 考
こ う

貴
き

　 教 士 ７ 段( ９ 中 隊)

● 短 剣 道 の 部

先 鋒 　 大
お お

橋
は し

　 真
し ん

悟
ご

　 初 　 　 段( ８ 中 隊)

中 堅 　 古
ふ る

谷
た に

　 綾
り ょ う

平
へ い

　 ３ 段( 本 部 管 理 中 隊)

大 将 　 大
お お

庭
ば

　 裕
ゆ う

二
じ

　 ５ 　 　 段( ７ 中 隊)
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コ ラ ム

　 奈 義 町 に 冬 が 訪 れ る と 、 雪 化 粧

を し た 那 岐 山 の 美 し い 姿 が 目 を 楽

し ま せ て く れ ま す 。 毎 年 こ の 景 色

を 眺 め な が ら 年 越 し 準 備 に 励 ま れ

た 奈 義 町 の 皆 さ ん 、 今 年 も 充 実 し

た １ 年 と な り ま す よ う に 。

　 昨 年 は 山 の 駅 の イ ベ ン ト に た く

さ ん の 方 々 に ご 参 加 い た だ き 、 誠

に あ り が と う ご ざ い ま し た 。 お か

げ さ ま で 、 毎 月 平 均 ３ 回 の イ ベ ン

ト を 開 催 す る こ と が で き ま し た 。

山 の 駅 が さ ら に 楽 し く 異 文 化 に も

触 れ る こ と が で き る 魅 力 的 な 場 所

と な る よ う 、 こ れ か ら も 努 力 を 重

ね て ま い り ま す 。 本 年 も ど う ぞ よ

ろ し く お 願 い い た し ま す 。

　 さ て 、 今 回 １ 月 号 の コ ラ ム を 担

当 す る に あ た り 、 欧 米 の 年 末 年 始

の 行 事 に つ い て は も う 皆 さ ん よ く

ご 存 知 だ ろ う … と 、 ス マ ホ で 題 材

探 し を し て い た と き 、 フ ラ ン ス に

い る 姉 か ら メ ッ セ ー ジ が 届 き ま し

た 。「 ラ フ ァ エ ル 、 お 母 さ ん へ の ク

リ ス マ ス プ レ ゼ ン ト 、 今 年 は 何 が

い い か な ？ 」 ド ン ピ シ ャ の タ イ ミ

ン グ で 送 ら れ て き た こ の メ ッ セ ー

ジ が 私 に イ ン ス ピ レ ー シ ョ ン を 与

え て く れ ま し た 。 日 本 の 皆 さ ん が

お 正 月 を と て も 大 切 に さ れ て い る

よ う に 、 フ ラ ン ス 人 も ま た ク リ ス

マ ス と 年 越 し に 深 い 思 い 入 れ が あ

り ま す 。 そ の こ と に つ い て く わ し

く 皆 さ ん に お 話 し て み よ う と 思 っ

た の で す 。

　 フ ラ ン ス で は 1 1 月 に は ク リ ス

マ ス の 準 備 が 始 ま り ま す 。 ま ず こ

こ で ３ つ の 重 要 ポ イ ン ト 。「 ど こ で

ク リ ス マ ス を 過 ご す ？ 」「 誰 と 過 ご

す ？ 」「 誰 に プ レ ゼ ン ト を 買 う 必 要

が あ る ？ 」

　 計 画 的 な 人 は 1 1 月 の 時 点 で 早

く も 贈 り 物 リ ス ト を 作 り 始 め ま

す 。 親 た ち は 子 ど も に ア ド ベ ン ト

カ レ ン ダ ー を 購 入 し ま す 。 美 し

い 絵 の 描 か れ た 大 き く 平 ら な 箱 に

2 4 の 窓 が 付 い て お り 、 そ れ ぞ れ

の 窓 の 中 に は 小 さ な チ ョ コ レ ー ト

な ど が 入 っ て い ま す 。 毎 日 ひ と つ

だ け 窓 を 開 け て チ ョ コ レ ー ト を 食

べ な が ら 、1 2 月 2 5 日 へ の 興 奮 と

期 待 は 高 ま る ば か り 。 も ～ い ～ く

つ 寝 ～ る ～ と ～ ♪ で す ね 。 ア ド ベ

ン ト カ レ ン ダ ー は 大 人 向 け に ア ル

コ ー ル 入 り の チ ョ コ レ ー ト や 高 級

な お 茶 の 入 っ た も の な ど も 販 売 さ

れ て い ま す 。

　 1 2 月 中 旬 に な る と ツ リ ー の 飾

り 付 け 。 国 中 の ス ー パ ー マ ー ケ ッ

ト で は 駐 車 場 の 一 部 が ツ リ ー 販 売

業 者 に 貸 し 出 さ れ ま す 。 エ ゾ マ

ツ 、 ベ イ マ ツ 、 ノ ー マ ン な ど 、 材

質 や 値 段 に 応 じ て 選 び 、 家 へ と 持

ち 帰 り ま す 。

　 同 じ 頃 、 ク リ ス マ ス イ ブ の 夕 食

の た め に 質 の 良 い お 肉 、 牡 蠣 の

箱 、 シ ャ ン パ ン 、 フ ォ ア グ ラ な ど

を 予 約 し ま す 。 も し 自 宅 に ゲ ス ト

を 迎 え る 場 合 は 、 寝 る 場 所 や 食 事

の 準 備 な ど 、 こ の 時 期 は 考 え る こ

と が い っ ぱ い で す ！

　 そ し て つ い に 1 2 月 2 4 日 、 お 祝

い の 本 番 ク リ ス マ ス イ ブ が や っ て

き ま す ！ こ の 日 は 親 族 で 食 卓 を 囲

む の が 一 般 的 で す 。 通 常 は 2 4 日

の 夜 に プ レ ゼ ン ト を 開 け ま す が 、

幼 い 子 ど も が い る お 家 で は 2 5 日

の 朝 ま で 待 ち 「 サ ン タ ク ロ ー ス が

夜 の 間 に プ レ ゼ ン ト を 届 け て く れ

た よ ！ 」 と い う の が お 約 束 で す 。

　 こ こ で 補 足 し て お き た い の は 、

子 ど も も 大 人 も 、 全 員 が プ レ ゼ ン

ト を 受 け 取 る と い う こ と で す 。 私

の 家 族 の 場 合 2 4 日 に は 1 2 人 が 集

ま り ま す の で 、2 4 日 の た め だ け に

我 々 夫 婦 で

1 1 個 の プ レ

ゼ ン ト を 準

備 す る 必 要

が あ り ま す 。

ひ と り 何 個

も プ レ ゼ ン

ト を も ら え

る こ と に な

り ま す か ら 、

そ れ ぞ れ が

次 々 と 包 装

を 開 け て い

く 光 景 は 心

躍 る も の で

す 。

　 こ れ で 終

わ り で は あ り ま せ ん 。1 2 月 2 5 日 ～

2 7 日 に は 、2 4 日 の 夜 に 会 え な か っ

た 家 族 を 訪 ね あ い ま す 。 当 然 プ レ

ゼ ン ト は 欠 か せ ま せ ん ！ 「 誰 と 会

う の か 」「 そ の 人 に 何 を 贈 る の か 」

を 相 談 す る た め の 何 百 と い う メ ッ

セ ー ジ を 家 族 間 で 交 わ し 、 相 手 の

こ と を 思 い 浮 か べ な が ら 「 完 璧 な

贈 り 物 」 を 探 す 喜 び 、 大 変 で す が

と て も 幸 せ な 時 間 で す 。 も う ひ と

つ 大 切 な こ と 、 プ レ ゼ ン ト は 決 し

て 高 価 な も の で な く て も 良 い の で

す 。 ル ー ル は あ り ま せ ん 。 中 古 品

だ っ て 良 い し （ 私 は 阪 神 タ イ ガ ー

ス の 公 式 ユ ニ フ ォ ー ム ５ 枚 と 中 古

の ラ ン ド セ ル を 姉 妹 た ち の た め に

掘 り 出 し ま し た ） 、 手 作 り の 品 も

良 し 。 相 手 を 喜 ば せ る 努 力 や 心 が

見 え る こ と が 何 よ り 大 事 な の で

す 。

　 1 2 月 2 8 日 ～ 2 9 日 は ほ っ と 一 息

… と 言 い た い と こ ろ で す が 、 次 は

年 越 し の 準 備 で す 。 フ ラ ン ス で は

一 般 的 に 新 年 を 友 人 と 祝 い ま す 。

料 理 を せ ず に 済 む よ う に レ ス ト ラ

ン で 食 事 を す る 人 も 多 い で す 。

　 う っ て か わ り １ 月 １ 日 の フ ラ ン

ス は 静 寂 そ の も の 。 全 国 民 が 寝 正

月 。 午 後 に な る と 家 族 で 浜 辺 や 公

園 へ 散 歩 に 行 っ た り も し ま す が 、

ど こ も 静 か で 穏 や か で す 。

　 そ う し て 新 た な 年 を 迎 え る と 、

市 役 所 の 駐 車 場 に 各 家 庭 の ツ リ ー

を 捨 て る こ と の で き る 特 別 な ス

ペ ー ス が 設 け ら れ ま す 。 １ 月 い っ

ぱ い 、 フ ラ ン ス 中 で カ サ カ サ に 乾

燥 し た ツ リ ー の 山 を 見 る こ と が で

き ま す 。

国 際 交 流

年 末 年 始

ー 私 の 文 化 体 験 ー

R a p h a el の

国 際 通 信

ラ フ ァ エ ル

ア ル プ ス の ス キ ー 場 か ら モ ン ブ ラ ン の 夕 日 を 満 喫 し た 1 0 年 前 の 1 2 月 3 1 日
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ユ リ カ モ メ 　 カ モ メ 科 　 全 長 4 0 ㎝ 　 ＜ 冬 鳥 ＞

( 出 典 ： お か や ま 「 奈 義 の 野 鳥 ｣ )

河 口 、 湖 沼 、 海 岸 な ど の 水 辺 に 渡 来 す る が 、 河 川 を 遡 っ た 上

流 部 や 、 海 岸 か ら 数 十 ㎞ 内 陸 部 の 湖 沼 な ど へ 飛 来 す る こ と も あ

る 。 赤 い 嘴 と 足 が き れ い な カ モ メ の 仲 間 。 雑 食 性 で 、 ギ ー 、

ギ ュ ー イ な ど の し わ が れ た 声 で 鳴 く 。

奈 義 の 野 鳥   Wil d bi r d s o f N a gi T o w n

　

5 5年 を 超 え る 長 寿 大 学 の 歴

史 の 中 で 、 つ な が れ て き た 長寿 大 学 文 集  「 年 輪 」  は 今 年 度 で
4 4号 と な り ま す 。  「 年 輪 」  は 、 長

寿 大 学 生 が 日 頃 考 え て い る こと や 印 象 に 残 っ た こ と 、 楽 しか っ た こ と な ど を 文 章 に ま とめ た も の で 、 中 に は 、 行 政 につ い て の 意 見 や 、 ご 自 身 の 子ど も の 頃 の 思 い 出 に つ い て 書か れ た 方 な ど 、 長 寿 大 学 生 の思 い が た く さ ん 詰 ま っ た 文 集で す 。

4 3号 の  「 年 輪 」  の 中 か ら 、

文 章 は 短 い け れ ど も 、 ユ ー モア に あ ふ れ か つ 、 心 温 ま る 文章 を ご 紹 介 し ま す 。「 き ょ う い く 」

　 　

岡 本

　
志 奈 子

　
以 前 、 息 子 か ら の 一 言 が 気

に な っ た 。

　
そ の 一 言 は  「 き ょ う い く 」

だ っ た 。 素 直 に 受 け 止 め ら れな か っ た 。 年 寄 り に  「 教 育 は 必要 」  。 ま た 偉 そ う な こ と を 言 うと る 。 心 の 中 で  「 も ち ろ ん よ 。学 び は 生 涯 つ い て く る も の だも ん 」  と 思 っ た も の だ 。 し かし 、  そ れ は 私 の 早 合 点 で  『 教 育 』で は な く  『 今 日 行 く 』  だ っ た 。今 で は 息 子 か ら の 一 言 に 感 謝し て い る 。　
町 の 催 し も 多 種 多 様 で 、 何

事 に も 好 奇 心 旺 盛 な 私 は 、 ほい ほ い と 申 し 込 ん で 出 か け る 。お 誘 い あ れ ば な お さ ら の こ と 。時 に は お じ ゃ ま 虫 の こ と も ある だ ろ う け れ ど … 。　
息 子 に ラ イ ン を 入 れ る と 返

信 あ り 。  「 え え こ と 、 え え こ と 。今 日 も 行 っ て お い で ー 」  と 。 そん な 私 は  「 今 日 も い く ヨ ー 」

長 寿 大 学 文 集 「 年 輪 」 の こ と

問 生 涯 学 習 課 〈 文 化 セ ン タ ー 〉 　

☎ 3 6 - 3 0 3 4

v ol. 1 7

　

1 2 月
　 　

短
　
歌

　
会

　

停 車 す る 駅 が な い よ う に 過 ぎ る 日 々少 し 気 ま ま に 老 い て い こ う か

野 々 上

　
由

　
紀

黄 葉 の 銀 杏 並 木 で 集 ひ た る旗 を め ざ し て ホ ー ル イ ン ワ ン

大
　
西

　
輝

　
枝

紺 碧 の 空 を 区 切 り て く き や か に那 岐 の 峰 立 つ 秋 更 け な が ら

赤
　
堀

　
敦

　
子

初 孫 を 抱 き し 息 子 の 緩 み た る眉 わ 下 が り て お じ い さ ん の 顔

平
　
田

　
恵

　
子

　

　

1 2 月
　 　

俳
　
句

　
会

　

校 庭 の 広 き が 寂 し 秋 の 暮
　 　 　 　 　 　 　 　 　

上
　
原

　

じ 江

友 来 た る 手 折 り て 持 た す 曲 り 菊

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

上
　
原

　
民

　
子

袖 無 し を 重 ね か さ ね て 暖 を 取 る

　

 　

内
　
藤

　 　 　

恵

横 仙 歌 舞 伎 の 御 利 益 弁 当 豊 の 秋
　 　 　 　 　 　 　 　 　

入
　
澤

　
知

　
子

冬 め く や 軍 手 の ぐ い と 缶 拾 う

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

竹
　
上

　
康

　
成

手 を 伝 ふ 柄 杓 の 水 や 冬 は じ め

四 の 宮

　
和

　
美

紅 葉 の ト ン ネ ル 犬 と の 散 歩 道

　 　 　

佐 々 木

　
伸

　
江

ペ チ カ 燃 ゆ ひ と り ひ と り に 無 の 時 間

沢
　 　 　

紅
　
子

バ バ 抜 き で 負 け て 残 つ て 冬 隣

山
　
口

　
愛

　
華

群 青 の ダ ム に 沈 み し 紅 葉 山

髙
　
村

　
蔦

　
青

な 　 ぎ 　 文 　 芸
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消 防 ・ 防 災 総 務 課 　 ☎ 3 6 - 4 1 1 1

大 雪 時 の 道 路 交 通 確 保 の
考 え 方 が 変 わ っ て い ま す
　 近 年 、 短 期 間 の 集 中 的 な 豪 雪 に よ り 、 高 速 道 路 ・ 一 般 国
道 を 問 わ ず 、 大 規 模 な 車 両 滞 留 （ 立 往 生 ） が 発 生 し 、 長 期
間 の 通 行 止 め や 車 両 内 へ の 運 転 者 の 取 り 残 し 等 を 招 い て い る こ と か
ら 、 除 雪 へ の 取 り 組 み 方 と 通 行 止 め 決 定 の 考 え 方 が 変 わ っ て い ま す 。

国 道 5 3 号 で 鳥 取 方 面 に 往 来 す る 場 合 に も 適 用 さ れ ま す 。 降 雪 時 は 、
積 雪 状 況 の 確 認 と 万 が 一 の 備 え を 心 が け ま し ょ う 。

 以 　 前 

「 で き る 限 り 自 己 の 管 理
す る 道 路 を 通 行 止 め に
し な い 」 こ と を 目 標 。

 現 　 在  

「 人 命 を 最 優 先 に 、 幹 線 道 路
で の 大 規 模 な 車 両 滞 留 を 回 避
す る 」 こ の た め の 早 め の 通 行
止 め は 止 む を 得 な い 。

人 口  （ 令 和 ７ 年 1 2 月 １ 日 現 在 ）

5, 3 8 0 人 （ 先 月 比 較 － 1 7 人 ）

男 性 2, 6 2 7 人  女 性 2, 7 5 3 人

世 帯 数

2, 3 9 0 世 帯

さ と 丸 く ん

LI N E
ス タ ン プ

➡ 友 だ ち
募 集 中 ‼

➡

G o o gl e Pl a y A p p S t o r e

奈 義 町

公 式 ア プ リ

➡な ぎ 町 P R 動 画

奈 義 町

映 像 配 信 中 ！
P R

ダ ウ ン ロ ー ド は 下 記 の 二 次 元 コ ー ド か ら

奈 義 町

ア プ リ ケ ー シ ョ ン

町 の 魅 力 や

イ ベ ン ト 情 報 な ど を

発 信 中 ！

戸  籍  
1 1 月 1 1 日 ～ 1 2 月 1 0 日 受 付 （ 敬 称 略 ）

● ご  結  婚  お  め  で と う ご ざ  い ま す

滝 　 本 　 ・ 　 鈴 　 木 　 良 　 介

（ 赤 磐 市 ）

　 　 　 　 　 （ 吉 　 村 ） 愛 　 理

（ 広 島 県 呉 市 ）

● 死  亡  お  く や  み  申  し  上  げ  ま  す

中 島 東 　 ・ 　 小 童 谷 　 民 　 子 （ 9 1 歳 ）

皆 　 木 　 ・ 　 永 　 幡 　 義 　 補 （ 8 8 歳 ）

宮 　 内 　 ・ 　 福 　 田 　 美 　 子 （ 8 5 歳 ）

広 　 岡 　 ・ 　 今 　 井 　 良 　 和 （ 9 1 歳 ）

中 島 西 　 ・ 　 有 　 元 　 玲 　 子 （ 8 8 歳 ）

高 　 円 　 ・ 　 松 　 岡 　 　 守 　 （ 8 3 歳 ）

荒 内 西 　 ・ 　 井 　 戸 　 常 　 子 （ 9 0 歳 ）

　 柿 　 　 ・ 　 野 々 上 　 敦 　 子 （ 9 4 歳 ）

宮 　 内 　 ・ 　 吉 　 元 　 三 　 郎 （ 9 0 歳 ）

　 柿 　 　 ・ 　 大 　 町 　 雅 　 子 （ 9 7 歳 ）

高 　 円 　 ・ 　 岸 　 本 　 晴 　 子 （ 7 6 歳 ）

町 社 会 福 祉 協 議 会 ご  寄  付

あ り が と う ご ざ い ま し た

1 1 月 1 1 日 ～ 1 2 月 1 0 日 受 付 （ 敬 称 略 ）

● 香  典  返 し と し て

中 島 西 　 ・ 　 絹 　 田 　 浩 　 司

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 亡 母 　 早 枝 子 ）

宮 　 内 　 ・ 　 神 　 田 　 み ど り

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 亡 母 　 福 田 美 子 ）

● 米  寿  祝  い  返 し と し て

豊 　 沢 　 ・ 　 延 　 安 　 澄 　 江

● 社 会 福 祉 の た め に

加 古 川 市 　 ・ 　 岡 　 部 　 正 　 裕

 消 防 1 1 9 コ ー ナ ー
津 山 圏 域 消 防 組 合

（ 令 和 ７ 年 1 2 月 ２ 日 現 在 ）

● 救 急 出 動

奈 　 義 　 町 　 内 津 山 圏 域 内

件 　 数 搬 送 人 員 件 　 数 搬 送 人 員

1 1 月 2 4 件 2 2 人 6 4 9 件 5 8 0 人

累 計 2 9 1 件 2 6 1 人 7, 6 3 0 件 6 , 7 4 4 人

● 火 災 出 動

奈 義 町 内 津 山 圏 域 内

1 1　
月

１
　
件

建 　 物 1 件 	

1 1　
月

２　
件

建 　 物 2 件 	

林 　 野 0 件 	 林 　 野 0 件 	

そ の 他 0 件 そ の 他 0 件 	

累
　
計

２
　
件

建 　 物 0 件 	
累

　
計

9 4　
件

建 　 物 4 1 件 	

林 　 野 0 件 	 林 　 野 1 1 件 	

そ の 他 2 件 そ の 他 4 2 件 	

 休 日 当 番 医  １ 月

※ 	奈 義 町 の 市 外 局 番 は 「 0 8 6 8 」 で す

※ 	電 話 で 必 ず ご 確 認 く だ さ い

1 日
※ 調 整 が つ か な い た め 担 当 な し

の 予 定 で す 。 ご 了 承 く だ さ い 。

2 日
原 田 内 科 医 院
美 作 市 豆 田 　 ☎ 0 8 6 8 ‐7 6 ‐1 2 3 0

3 日
※ 調 整 が つ か な い た め 担 当 な し

の 予 定 で す 。 ご 了 承 く だ さ い 。

4 日
青 山 医 院
美 作 市 福 本 　 ☎ 0 8 6 8 ‐7 4 ‐2 0 0 5

1 1 日
日 本 原 病 院
津 山 市 日 本 原 　 ☎ 3 6 ‐3 3 1 1

1 2 日
作 東 診 療 所
美 作 市 江 見 　 ☎ 0 8 6 8 ‐7 5 ‐2 7 7 2

1 8 日
大 村 医 院
勝 央 町 勝 間 田 　 ☎ 3 8 ‐2 0 5 8

2 5 日
さ と う 記 念 病 院
勝 央 町 黒 土 　 ☎ 3 8 ‐ 6 6 8 8

N A GI N A GI 令  和  ８  年 １ 月  号令  和  ８  年 １ 月  号2 9
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　 あ け ま し て お め で と う ご ざ い ま す 。 2 0 2 6 年 （ 令 和 ８ 年 ） 午
う ま

年 を 健 や か に お 迎 え の こ と と 思 い ま す 。
　 長 か っ た 夏 の 猛 暑 が や っ と 過 ぎ 去 っ た と 思 っ て い る う ち に 、 イ ン フ ル エ ン ザ 警 報 の 波 が や っ て き て 、 そ れ に 「 地
震 」「 火 事 」「 ク マ 」 な ど の 災 害 や 被 害 の 話 題 が 被 さ っ て く る 昨 年 末 で し た 。 連 日 の ク マ 出 没 の ニ ュ ー ス を 聞 き な が
ら 、 こ ど も 園 の ク ラ ス 名 に ク マ を 入 れ て な く て よ か っ た か な あ と 思 っ て い る と 、 世 相 を 表 す 漢 字 は 「 熊 」 に な り ま
し た 。 今 年 は 干 支 に ち な ん で 、 何 事 も 「 ウ マ く い く 」 よ う な 明 る ＜ 楽 し い 年 に し た い も の で す 。
　 児 童 生 徒 の 皆 さ ん も 楽 し か っ た で あ ろ う 冬 休 み が 終 わ っ た ら 、 新 年 度 に 向 け て 充 実 し た 第 ３ 学 期 を 過 ご し て ほ
し い と 思 い ま す 。 と り わ け 、 中 学 校 ３ 年 生 に 皆 さ ん は 進 路 決 定 に 向 け て ふ ん ば っ て く だ さ い 。 　 　 　 　  広 報 委 員

編 集

後 記

1 2月

1 4日 、 津 山 総 合 体 育 館

で 開 催 さ れ た 第

3 0回 記 念 大 会

つ や ま ロ ボ ッ ト コ ン テ ス ト「 拾 っ て 投 げ ろ ！ 玉 入 れ ロ ボコ ン 」  に 、 ３ 年 生 ２ チ ー ム 計５ 名 が 参 加 しま し た 。 初 出場 な が ら 、 ２チ ー ム と も 予選 リ ー グ を 突破 、 決 勝 ト ーナ メ ン ト に 進出 し 、 井 戸 大和 さ ん 、 田 中寿 樹 さ ん 、 高森 佐 介 さ ん の

チ ー ム は 惜 し く も 敗 退 し ま した が 、

菅 す が

原 わ ら

さ く さ ん 、

神 こ う

代 し ろ

歩 あ ゆ

美
み

さ ん の チ ー ム が

2 3チ ー ム

中 、 ３ 位 に 輝 き ま し た 。
生 徒 た ち は 、 夏 休 み か ら 津

山 工 業 高 等 専 門 学 校 で ロ ボ ット 製 作 講 習 会 に 参 加 し 、 ル ール の 説 明 を 受 け 、 ロ ボ ッ ト の設 計 や 動 か す た め の プ ロ グ ラミ ン グ に つ い て 学 び ま し た 。
ま た 、 放 課 後 な ど の 時 間 を

使 っ て 、 玉 を 上 手 に 拾 い 、 確実 に か ご に 入 れ る た め の ア イデ ア を チ ー ム で 出 し あ い 、 試行 錯 誤 し な が ら ロ ボ ッ ト を 製作 し た り 、 ロ ボ ッ ト を 思 い どお り に 動 か す た め に 操 作 の 練習 に 励 ん だ り し ま し た 。
当 日 は 、 多 く の 観 客 を 前 に

し て 緊 張 し た 面 持 ち で し た

が 、 自 分 た ち が 製 作 し た ロボ ッ ト を 信 じ 、 落 ち 着 い て ロボ ッ ト を 操 作 す る こ と が で きま し た 。 参 加 し た 生 徒 か らは 、 ロ ボ ッ ト の 製 作 を 通 して 、 も の づ く り の 楽 し さ や 試行 錯 誤 す る 面 白 さ を 感 じ 、 出場 し て よ か っ た 、 高 校 で も ロボ コ ン に 挑 戦 し た い と の 声 が上 が っ て い ま す 。
こ の よ う な 経 験 が 、 様 々 な

こ と に 興 味 を も ち 、 学 ぼ う とす る 意 欲 を 高 め 、 幅 広 い 視 野を も っ て あ ら ゆ る 場 面 で 活 躍し て く れ る こ と を 期 待 し て いま す 。

大 杉 　 海 文 ち ゃ ん
お お す ぎ み や

2 1 日 生 ま れ （ 広 岡 ）

★ 生 ま れ て き て く れ て あ り が
と う ！ 我 が 家 の 癒 し で す ♡

投 稿 者 　 父 ： 晃 生 さ ん

久 保 山 　 千 与 ち ゃ ん
く ぼ や ま ち よ

1 1 月 2 9 日 生 ま れ （ 荒 内 西 ）

★ ち よ ち ゃ ん 、 生 ま れ て き て
く れ て あ り が と う ！

投 稿 者 　 母 ： 祐 衣 さ ん

定 森 　 柑 奈 ち ゃ ん
さ だ も り か ん な

1 1 月 2 0 日 生 ま れ （ 柿 ）

★ 我 が 家 の ア イ ド ル ！ い つ も ニ
コ ニ コ 笑 顔 に 癒 さ れ て ま す ！

投 稿 者 　 父 ： 翔 平 さ ん

小 坂 　 萌 ち ゃ ん
お さ か も も

1 2 月 2 0 日 生 ま れ （ 久 常 ）

★ 笑 顔 の か わ い い 萌 ち ゃ ん ♡
ね え ね と 仲 良 く し て ね ♪

投 稿 者 　 父 ： 誠 さ ん

福 田 　 ら む ち ゃ ん
だふ く

1 2 月 1 4 日 生 ま れ （ 滝 本 ）

★ 生 ま れ て き て く れ て あ り が と
う ♡ 世 界 一 か わ い い 宝 物 ♡

投 稿 者 　 母 ： 英 里 さ ん

わ が 家 の ア イ ド ル 令 和 ６ 年 1 1 ・ 1 2 月 生 ま れ 

こ ん な に 大 き く な り ま し た

奈 義 中 学 校 生 徒 が 快 挙 ！奈 義 中 学 校 生 徒 が 快 挙 ！

第 3 0 回 記 念 大 会第 3 0 回 記 念 大 会

つ や ま ロ ボ ッ ト コ ン テ ス トつ や ま ロ ボ ッ ト コ ン テ ス ト

子 育 て す る な ら子 育 て す る な ら 奈 義 町奈 義 町 でで

子 育 て 応 援 宣 言 の ま ち子 育 て 応 援 宣 言 の ま ち

が ん ば る 子 ど も た ち を み ん な で 応 援 し ま し ょ う  ！が ん ば る 子 ど も た ち を み ん な で 応 援 し ま し ょ う  ！

V ol. 8 8V ol. 8 8

左 か ら 菅 原 さ ん 、 神 代 さ ん 、 井 戸 さ ん 、 高 森 さ ん 、 田 中 さ ん



※休日の＜     ＞は当番医 　ゴ＝ごみ中継受付  

イングリッシュ

月 5 火 6
木 8 金 9
火 13 水 14
木 15 金 16
月 19 火 20
木 22 金 23
月 26 火 27
木 29 金 30
月 2/2 火 2/3
木 2/5 金 2/6

情報企画課 税務住民課 地域整備課 出納室

議会事務局 学事課 文化センター 海洋センター 保健相談センター
こども・長寿課

ビカリアミュージアム

（～1/23）
中学校　公開週間

フラダンス やまなみ混声合唱団太極拳

36-6363

36-4114

〈さとう記念病院〉 大正琴、日本画 英会話、太鼓

観光案内所

美術館・図書館
36-5811

未来創造課

社会福祉協議会 地域包括支援センター 那岐山麓山の駅 ウォーキングプール

可燃ごみ収集
西地区 東地区

※日程は変更する場合がありますので必ずお確かめください。

役場各課
直通ダイヤル

総務課・演習場対策室 産業振興課
36-4111 36-4126 36-4112 36-4115 36-4190

上 水 道 料 金 9期 1/26 （月） 1/26 （月）

介 護 保 険 料 8期 1/26 2/2 （月）

ブラスバンド

（月）

今月の納税等
項　　目 期別 振替日 納期限

（月）

（月）

後 期 高 齢 者 医 療
保 険 料

7期 1/26

国 民 健 康 保 険 税 8期 1/26

2/2

2/2 （月）

（月）

東洋医学 大正琴、太鼓、尺八

寺坂書道、花みずき

(美：13:30～)駅伝競走大会 （美：9：30～17：00）

第15回「晴れの国岡山」 小学校　入学説明会 町民無料入館日 ナギフトの日 愛生ヲ読ム会
ゴ(衛：16:00～17:00）

陶芸、民舞

25 赤口 26 先勝 27 友引 28 先負 29

〈大村医院〉 ホワイトプラム、日本画 東洋医学 大正琴、太鼓

仏滅 30 大安 31 赤口

英会話、太鼓

絵手紙なでしこ会 らくらくピアノ、大正琴 やまなみ混声合唱団 イングリッシュ、尺八 イングリッシュ
マジック 華凛の会

（図：11:30～)
（文：10：00～15：00） あさののいイラストパネル展

（文：10:00～） 生活困窮者自立支援相談 （～1/24）

（図：～2/8)ゴ(衛：16:00～17:00）

奈義町消防団出初式 ナギフトの日 おはなし会中学校　私立高校１期入試行政・悩みごと・心配ごと相談日

ルフトバッフェ

18 仏滅 19 赤口 20 先勝 21 友引 22
〈日本原病院〉 〈作東診療所〉 英会話、太鼓 東洋医学 尺八、太鼓

先負 23 仏滅 24 大安

フラダンス やまなみ混声合唱団 大正琴 太極拳、イングリッシュ
絵手紙ほほえみ会

（文：10：00～）

祝歳式～二十歳集い～ ゴ(衛：16:00～17:00） 中学校　高専推薦入試 ナギフトの日ゴ(衛：16:00～17:00）

〈青山医院〉 ホワイトプラム 俳句、英会話、太鼓 東洋医学 昔話語りの会、太鼓

先勝 16 友引
成人の日

11 先負 12 仏滅 13 大安 14 赤口 15

らくらくピアノ 絵手紙、寺坂書道 大正琴、イングリッシュ ブラスバンド、プラモデル

やまなみ混声合唱団 華凛の会、尺八
フラダンス

（美：18：00～20：00）

（図：10:30～)

ナギフトの日 9:00～12:00

ゴ(衛：16:00～17:00） 園小中　始業式 中学校　新入生説明会

7 大安 8 赤口 9 先勝4 友引 5 先負 6 仏滅

〈さとう記念病院〉 〈田尻病院〉 〈勝央診療所〉 〈大原病院〉 〈原田内科医院〉

Saturday

赤口12/29 友引 12/30 先負

Wednesday Thursday Friday

12/31 仏滅 1 大安

Monday Tuesday

元日

日 月 火 水 木 金

6：00～10：00
山の駅元旦営業 ナギフトの日

36-4119 36-3977 36-8080 36-8811 36-7311
ナギテラス

町のこよみ 令和8年(2026)

1
施設の休館日

文…毎週月曜日・祝日
海・美・図・　   毎週月曜日・
ビ・山 ・ナ      　    祝日の翌日
ウ…毎週日曜日月

January 睦月

先勝先勝

土

Sunday

12/28 3

役＝役場　保＝保健相談センター　図＝図書館　美＝美術館
山＝山の駅　海＝海洋センター　ビ＝ビカリアミュージアム
文＝文化センター　ウ＝ウォーキングプール　衛＝旧東部衛生施設
武＝武道館　　ナ＝ナギテラス　　チャ＝チャイルドホーム

36-670036-330036-303436-419536-4191

36-4117

2

10 友引

山彩村　とんど焼き

おはなしのへや

ミュージアム×ナイト

太極拳

民舞、イングリッシュ

17 先負

CALENDAR

MEMO

………


